
特集

危機に負けない
地域の条件

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
0
年
9
月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2020年9月号

61

vol.

61

連載

知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

ライブコマース

価値と感動を
生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
株式会社Dodici CEO 
ディレクター・デザイナー

大河内愛加
From Local
世界に誇るまち・むらのしごと
群馬県　

しいたけ栽培キット

Part １
「じゃらん宿泊旅行調査2020」より

2019年度の
国内宿泊旅行実態
Part ２
「新型コロナ感染症による旅行市場への影響調査」より

国内宿泊旅行需要の変化
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新たな時代への対策事例



4、5月の訪日外国人数は昨年比
１％と大幅に減少。新型コロナ
ウィルスの感染状況からエアライ
ン就航再開にはもう少し時間が
かかりそうです。今は国内観光
を対象とした地域の魅力開発と、
訪日外国人回復につなげていく
時期であり、２つのチャンスがあ
ると思ってます。1つ目は「危機
感」。危機感は地域を団結させ、
新しい挑戦へ合意形成しやすく
なり、地域発でイノベーションが
生まれるチャンスです。2つ目は
マイクロツーリズムにより、地元
の人が地元の魅力を知ることで、
愛着・誇りが増加し、インター
ナルマーケティングが進化するチ
ャンス。今回の特集からもヒント
をみつけ、地域の進化につなげ
ていただきたいと思います。
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本誌記事の無断転載を
固く禁じます。

未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-5218-1306
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます
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勝機は日本中にアリ
東京2020
オリンピック・
パラリンピックに備えよ
海外ツーリズムレポート第二弾
海外観光地の事例に学べ！

外国人を呼び込む
観光マーケティング術
期間限定連載 第4回 最終回
観光のもやもやサイエンス
サービス・マーケティング編
顧客満足度はなぜ
重要なのか？
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発表！人気温泉地ランキング2020
まちづくり、アクセス改善…あの有名温泉地も改革効果でランクアップ！行きたくなる温泉地　その人気の秘密平成31年度「新しい東北」交流拡大モデル事業（普及・展開）

概要より
2020注目のコト消費コンテンツスポーツツーリズムの可能性

新連載
知りたかったあのキーワードを
詳しく解説とーりま的ピックアップNEWS月は東に、日は西に今号のキーワードブロックチェーン
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遊休資産を地域のユニークネスに変えろ！

官民パートナー
シップが

生み出す
観光体験の次なる一手

自ら持続可
能な農山漁

村を
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開始！

宮城県農政部×ジバ観
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イ
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バ
ウ
ン
ド
攻
略
法

外
国
人
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た“
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ー
ル
”で

地
域
資
源
を
稼
げ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
へ

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
需
要
創
造
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
」よ
り

市
町
村
の
取
り
組
み
事
例（
高
知
県
仁
淀
川
町
・
富
山
県
高
岡
市
）
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん
「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」

「
プ
ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan

  jalan

」

で
、「
散
歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅

行
す
る
」
な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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不
確
実
性
の
高
い
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
で 

地
域
が
追
う
べ
き
も
の
は
何
な
の
か

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O

V
I
D-

19
）拡
大
に
よ
り
観
光
産
業
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
そ
こ
へ
大
雨
災
害
が

追
い
打
ち
を
か
け
た
。
思
え
ば
観
光
は
常

に
災
害
や
疫
病
、
政
治
問
題
な
ど
の
リ
ス

ク
に
晒
さ
れ
て
お
り
、
成
長
産
業
と
し
て

夢
見
て
き
た
我
々
に
そ
の
現
実
を
突
き
つ

け
た
の
が
コ
ロ
ナ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

本
号
は
丸
ご
と
「
コ
ロ
ナ
号
」
と
し
て
前

半
で
は
定
量
調
査
結
果
を
基
に
そ
の
影
響

を
振
り
返
り
、
後
半
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
逞
し
く
立
ち
向
か
う
地
域
事
例
を
通

し
て
、
危
機
に
強
い
地
域
経
営
と
は
何
か

を
考
え
て
い
き
た
い
。 危

機
に
負
け
な
い

地
域
の
条
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新
型
コ
ロ
ナ
に
揺
れ
た
１
年
だ
が 

影
響
は
年
度
末
に
限
ら
れ
る

　今
回
の
「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
」

の
調
査
対
象
期
間
は
２
０
１
９
年
４
月

〜
２
０
２
０
年
３
月
。
対
象
期
間
の
終

盤
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
留
意

し
て
お
き
た
い
。
月
別
の
宿
泊
旅
行
件

数
（
図
１
）を
見
る
と
、
明
ら
か
に
影
響

を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
２
０
２

０
年
３
月
。
１
年
を
通
じ
た
縮
小
傾
向

は
、
こ
の
期
間
の
宿
泊
旅
行
件
数
減
の

影
響
が
大
き
い
と
い
え
る
。

　た
だ
し
見
方
を
変
え
る
と
、
年
度
全

体
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
わ

け
で
は
決
し
て
な
く
、
影
響
は
一
部
に

限
ら
れ
る
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
、

個
々
の
デ
ー
タ
を
見
て
い
く
際
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
出

て
い
る
の
か
を
意
識
し
つ
つ
、
そ
の
他

の
要
因
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
考
え

て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。た
と
え
ば
、４

月
〜
５
月
の
10
連

休
や
９
月
〜
10
月

の
台
風
、
10
月
の

消
費
税
増
税
な
ど
、

旅
行
行
動
に
影
響

を
与
え
る
出
来
事

は
数
多
く
あ
っ
た

か
ら
だ
。
記
事
の

後
半
で
は
、
デ
ー

タ
を
月
別
に
確
認

す
る
こ
と
で
、
よ

り
細
か
い
旅
行
者

の
動
き
を
追
っ
て

い
く
。

　何
よ
り
、
本
調
査
の
特
長
は
、
国
内

旅
行
者
全
体
の
行
動
や
志
向
に
関
す
る

大
き
な
ト
レ
ン
ド
を
理
解
で
き
る
点
に

あ
る
。
対
象
期
間
特
有
の
出
来
事
に
よ

る
影
響
と
は
別
に
、
全
体
的
な
傾
向
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
、
突

然
訪
れ
た
危
機
に
あ
た
っ
て
打
つ
べ
き

対
策
を
考
え
る
う
え
で
も
役
に
立
つ
は

ず
だ
。

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）が
毎
年
、
１
万
５
０
０
０
人
の

国
内
宿
泊
旅
行
者
を
対
象
に
行
う
「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
」。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
今
回
の
結
果
だ
が
、
上
半
期
の
好
調
や
、

宿
泊
費
用
ア
ッ
プ
な
ど
の
傾
向
も
し
っ
か
り
把
握
し
て
お
き
た
い
。

202
0国

内
宿
泊
旅
行
実
態

「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
２
０
２
０
」

２
０
１
９
年
度
の

本調査の概要
じゃらん宿泊旅行調査2020

インターネットによる調査

2019年4月～2020年3月（調査実施は2020年4月）

昨年度１年間に実施したすべての宿泊旅行（出張・帰省・
修学旅行などを除く）の行き先と回数について、また１人
最大３件までの個別宿泊旅行について、具体的な内容
を調査した。

15,658件

はじめに2019年10月1日現在の人口速報集計（総務省
統計局発表）および1次調査結果を用いて、全国の宿泊
旅行者の母集団を推計した。次に、2次調査の集計・分
析にあたり、推計された宿泊旅行者の母集団における
都道府県別、性・年代別構成比に基づいてウェイトバッ
クを行い、構成比のずれを補正している。

調査名

調査方法

調査期間

調査内容

サンプル数

集計・
分析手法
について

※1人あたり最大3回までの旅行件数を積み上げた結果であり、延べ宿泊旅行者数の
推計値とは一致しない

図１ 月別の宿泊件数

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

0 400 800 1200（件）

1220
1248

2018年度・全体
2019年度・全体 943

915

1136
1014

701
718

751
770

886
895

1001
1068

862
936

615
630

577
625

395
920

770
818

上期・計

下期・計

5637

4222

+1.4%

-15.5%

前年度比

前年度比

2019年度

1
危機に負けない
地域の条件

特集
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２０１９年度の国内宿泊旅行実態

旅
行
市
場
は
全
体
に
縮
小 

と
く
に
女
性
の
実
施
率
が
減

 

「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
」
が
対
象

と
し
て
い
る
旅
行
と
は
、
国
内
で
の
宿

泊
を
伴
う
旅
行
で
、
出
張
・
帰
省
・
修

学
旅
行
な
ど
を
除
い
た
も
の
。
こ
う
し

た
宿
泊
旅
行
を
１
年
の
う
ち
に
一
度
で

も
実
施
し
た
人
の
割
合
が
「
宿
泊
旅
行

実
施
率
（
表
１
の
２
行
目
、
以
下
実
施

率
）」で
、
今
年
は
全
体
で
53
・
６
％
と
、

前
年
度
か
ら
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
の
過

去
最
低
値
と
な
っ
た
。
旅
行
を
実
施
し

た
人
の
年
間
平
均
旅
行
回
数
は
２
・
７

回
と
微
減
、
旅
行
１
回
あ
た
り
の
平
均

宿
泊
数
は
１
・
８
泊
で
微
増
。
こ
れ
ら

の
数
値
を
人
口
推
計
値
と
掛
け
合
わ
せ

て
得
ら
れ
た
実
宿
泊
旅
行
者
数
は
５
０

３
１
万
人
（
前
年
度
比
５
・
３
％
減
）、

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
は
１
億
３
５
７
５

万
人
回
（
前
年
度
比
８
・
１
％
減
）、
延

べ
宿
泊
数
は
２
億
４
３
９
３
万
人
泊

（
前
年
度
比
７
・
７
％
減
）で
い
ず
れ
も

前
年
度
よ
り
減
少
し
た
。

　実
施
率
を
性
・
年
代
別
に
見
て
み
る

と
（
Ｐ
６
図
２
）、
前
年
度
か
ら
の
減
少

幅
が
大
き
い
の
は
35
〜
49
歳
女
性

（
４
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
）、
50
〜
79
歳
女

性
（
３
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
）で
、
女
性
の

減
少
が
や
や
大
き
い
。
一
方
35
〜
49
歳

男
性
の
実
施
率
は
前
年
と
変
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
女
性
の
方
が
高
か
っ
た
実
施

率
が
男
女
で
近
づ
く
結
果
と
な
っ
た
。

本
来
旅
行
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
３
月
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
重
な
り
、
旅

行
を
取
り
や
め
た
女
性
が
多
か
っ
た
影

響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
Ｐ
14
か
ら
紹
介
す
る
月
別
デ
ー
タ
で

詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

シ
ニ
ア
旅
行
者
で
は 

実
施
率
、
旅
行
回
数
と
も
減

　旅
行
１
回
あ
た
り
の
平
均
宿
泊
数
の

内
訳
を
見
る
と
、
１
泊
が
や
や
減
っ
て
、

２
泊
以
上
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
（
Ｐ

７
図
３
）。
２
０
１
９
年
は
改
元
に
伴

っ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
10
連
休

と
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
影
響
で
１
回

あ
た
り
の
宿
泊
数
が
増
え
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

　年
間
の
旅
行
回
数
は
全
体
で
は
や
や

減
っ
て
い
る
が
、
性
・
年
代
別
に
５
年

間
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、
今
回
は
50

〜
79
歳
で
の
回
数
減
が
目
立
つ
（
Ｐ
７

図
４
）。
年
度
末
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
が
と
く
に
シ
ニ
ア
世
代
に
大
き
な

影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

す
で
に
旅
行
を
し
て
い
た
人
が
年
度
末

の
何
度
目
か
の
旅
行
を
取
り
や
め
た
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
で
35
〜
49
歳
男
性
に
つ
い
て
は
こ

こ
５
年
旅
行
回
数
が
減
少
ト
レ
ン
ド
に

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
35
〜
49
歳
女
性

に
つ
い
て
は
、
実
施
率
は
低
下
し
た
が

旅
行
回
数
は
上
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
行
く
人
は
行
く
が
行
か
な
い
人
は
行

か
な
い
」と
い
う
両
極
化
が
感
じ
ら
れ

た
。　こ

う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
改
め
て

宿
泊
旅
行
者
数
を
性
・
年
代
別
に
見
て

み
る
と
（
Ｐ
７
図
５
）、
50
〜
79
歳
の
シ

ニ
ア
層
で
そ
れ
ぞ
れ
１
割
以
上
減
っ
て

い
る
こ
と
も
よ
く
理
解
で
き
る
。
実
施

率
、
旅
行
回
数
と
も
に
減
っ
た
こ
と
で
、

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
も
大
き
く
減
っ
た

と
い
う
わ
け
だ
。
一
方
、
20
〜
34
歳
の

ヤ
ン
グ
層
、
35
〜
49
歳
の
ミ
ド
ル
層
に

つ
い
て
は
、
減
少
は
し
て
い
る
が
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
減
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

実
は
こ
れ
ら
の
層
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
幅
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
時
期
を
除
く
と
大
き
な
変
化
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
後
半
の
「
月
別

デ
ー
タ
」の
項
で
詳
し
く
見
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
。

実
施
率
や
旅
行
者
減
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
見
ら
れ
る
が
、

変
化
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
傾
向
が
浮
か
び
上
が
る
。

そ
の
一
つ
が
シ
ニ
ア
旅
行
者
の
減
少
傾
向
だ
。

宿
泊
旅
行
実
施
率
は
過
去
最
低
の
53
・
6
％

シ
ニ
ア
層
男
女
の
旅
行
者
減
傾
向
が
続
く

旅 行 市 場
概 観

※推計値（太字）の算出は四捨五入していない実データで行った

表1 延べ宿泊旅行者数と延べ宿泊数の推計
17年度18年度19年度 16年度 15年度

=

×
宿泊旅行実施者の
年間平均旅行回数（回）

延べ宿泊旅行者数（万人回）

宿泊旅行実施者の１回の
旅行あたり平均宿泊数（泊）

延べ宿泊数（万人泊）

9,498

56.4 

5,358 

2.86 

15,313 

1.75 

26,903

各年10月1日現在
人口推計（万人）

×
9,475

54.8

5,188

2.77 

14,358

1.76

25,308

9,438

55.6

5,244

2.78

14,556

1.76

25,646

9,408

56.4

5,310

2.78

14,777

1.78

26,416

=

宿泊旅行実施率（％）

実宿泊旅行者数（万人）

×

=

× ××× ×

= === =

× ××× ×

= === =

× ××× ×

= === =

9,388

53.6

5,031

2.70

13,575

1.80

24,393
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就
業
率
ア
ッ
プ
で 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
？

　性
・
年
代
別
の
旅
行
者
数
の
増
減
に

つ
い
て
も
う
少
し
掘
り
下
げ
る
た
め
、

こ
の
５
年
で
の
人
口
増
減
割
合
と
旅
行

者
数
増
減
割
合
を
比
較
し
て
み
た
（
図

６
）。
人
口
増
減
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の

層
の
人
口
が
こ
の
５
年
間
で
ど
れ
だ
け

増
え
た
か
、
減
っ
た
か
を
表
す
。
50
〜

79
歳
の
シ
ニ
ア
層
に
つ
い
て
は
男
女
と

も
に
人
口
は
や
や
増
え
て
い
る
が
、
そ

の
他
の
層
で
は
人
口
減
少
に
入
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
旅
行
者
数
増
減
割

合
は
、
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
層
の
旅
行

者
数
の
増
減
を
見
た
も
の
で
、
20
〜
34

歳
の
ヤ
ン
グ
層
男
性
で
や
や
増
え
て
い

る
以
外
は
す
べ
て
減
少
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　こ
の
形
で
比
較
を
す
る
と
、
実
は
旅

行
者
数
が
最
も
増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
、

人
口
減
に
も
関
わ
ら
ず
旅
行
者
が
増
え

て
い
る
ヤ
ン
グ
層
男
性
と
い
え
る
。
一

方
シ
ニ
ア
層
は
、
絶
対
数
で
は
多
い
も

の
の
、
人
口
増
に
も
関
わ
ら
ず
旅
行
者

は
大
き
く
減
少
し
て
い
て
、
旅
行
者
の

減
少
傾
向
が
最
も
顕
著
な
層
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　旅
行
に
行
か
な
か
っ
た
シ
ニ
ア
層
に

理
由
を
問
う
と
、「
ペ
ッ
ト
が
い
た
」

「
自
分
の
健
康
上
の
理
由
」「
介
護
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
家
族
が
い
た
」な
ど

の
理
由
が
他
の
年
代
よ
り
目
立
つ
の
だ

が
、
こ
こ
で
は
就
業
率
の
変
化
に
注
目

し
て
み
た
い
。

　図
７
は
、
図
６
と
同
じ
５
年
間
の
就

業
率
の
変
化
を
性
・
年
代
別
に
見
た
も

の
だ
（
い
わ
ゆ
る
「
定
年
」前
後
を
分
け

て
見
る
た
め
に
、
シ
ニ
ア
層
を
50
〜
64

歳
と
65
〜
79
歳
に
分
け
８
区
分
で
集
計

し
て
い
る
）。
こ
れ
を
見
る
と
、
す
べ

て
の
性
・
年
代
で
就
業
率
は
上
が
っ
て

い
る
が
、
最
も
差
が
大
き
い
の
が
65
〜

79
歳
男
性
。
５
年
前
と
比
べ
る
と
15
・

２
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
て
、
今
は

半
数
近
く
が
何
ら
か
の
仕
事
に
就
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
女
性
で
は
50
〜

64
歳
の
就
業
率
が
11
・
１
ポ
イ
ン
ト
と

こ
ち
ら
も
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
が
っ
て

い
る
。

　就
業
率
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
単
純
に
そ
の
分
多
忙
に
な
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
く
休
み

が
取
れ
な
い
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
く
て

も
、
一
緒
に
行
く
人
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
か
っ
た
り
、
休

日
を
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
な
ど
、

旅
行
実
施
率
や
実
施
回
数
を
押
し
下
げ

る
に
は
十
分
な
理
由
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
シ
ニ
ア
層
の
事
情
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
し
っ
か
り
考
え
て
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

202
0

0 0 0 020 20 20 2040 40 40 4060 60 60 6080% 80% 80% 80%

図2 宿泊旅行実施率の推移（性・年代別）
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２０１９年度の国内宿泊旅行実態

図4 年間平均旅行回数（性・年代別）
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65〜
79歳
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図3 旅行1回あたりの平均宿泊数

17年度

18年度

19年度
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1泊 2泊 3泊以上 平均

1.78泊

1.80泊

1.76泊57.9 26.1 15.9 

56.9 26.4 16.6

57.8 26.0 16.3

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

6,847万人（50.4%） 6,728万人（49.6%）

男性 女性男女比

図5 延べ宿泊旅行者数の構成

年齢比&男女比

※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある
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16年度

17年度
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19年度

15年度
3,172万人（20.7%） 3,951万人（25.8%） 8,190万人（53.5%）

2,128万人
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図７ 就業率の変化（性・年代別、8区分）

※人口増減割合については、2014年度は「H26年10月1日現在の人口推計」、2019年度は「R元年10月1日現在の人
口推計」を使用

※差は四捨五入前の数字で計算しているため、見た目と合わない場合がある。

図6 人口の変化と旅行者数の変化 ※2014年度→2019年度
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１
旅
行
あ
た
り
の
費
用
上
昇
に
は 

旅
の
長
期
化
、
増
税
の
影
響
も

　１
回
あ
た
り
の
宿
泊
旅
行
費
用
の
総

額
（
図
８
）は
、
全
体
で
前
年
よ
り
１
３

０
０
円
増
の
５
万
９
８
０
０
円
と
な
っ

た
。
個
人
旅
行
で
は
、
宿
泊
費
、
交
通

費
、
現
地
小
遣
い
と
も
に
や
や
増
加
し

て
、
総
額
は
前
年
よ
り
＋
７
０
０
円
の

５
万
７
４
０
０
円
に
。
パ
ッ
ク
旅
行
は

パ
ッ
ク
費
が
前
年
よ
り
４
３
０
０
円
増

の
５
万
５
５
０
０
円
、
現
地
小
遣
い
も

前
年
よ
り
２
２
０
０
円
高
い
２
万
６
３

０
０
円
と
な
り
、
合
計
で
８
万
円
を
超

え
た
。
調
査
方
法
の
変
更
な
ど
で
単
純

に
は
比
較
で
き
な
い
が
、
１
旅
行
あ
た

り
の
費
用
は
上
昇
傾
向
。
今
年
度
に
つ

い
て
は
、
10
月
の
消
費
税
増
税
に
よ
る

価
格
ア
ッ
プ
や
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
が
10
連
休
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
旅
行

の
長
期
化
が
、
全
体
的
な
価
格
を
押
し

上
げ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　こ
う
し
た
費
用
デ
ー
タ
か
ら
推
計
し

た
宿
泊
旅
行
費
用
総
額
は
８
兆
１
２
１

５
億
円
。
対
前
年
比
で
は
６
％
減
と
な

っ
た
が
、
前
々
年
と
比
較
す
る
と
ま
だ

高
い
水
準
に
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
は
今
年
度
に
つ
い
て
は
ま
だ
限
定
的

だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

宿
以
外
で
夕
食
を
と
る
人
が 

初
め
て
50
％
を
突
破

　宿
泊
旅
行
費
用
総
額
の
う
ち
４
割
を

占
め
る
の
が
現
地
消
費
。
そ
の
現
地
消

費
の
詳
細
を
見
て
み
よ
う
（
表
２
）。

　宿
泊
プ
ラ
ン
・
ツ
ア
ー
以
外
で
行
っ

た
こ
と
の
う
ち
、
実
施
率
が
高
か
っ
た

上
位
３
つ
は
「
エ
リ
ア
間
、
各
エ
リ
ア

内
の
移
動
」「
昼
食
」「
直
売
所
な
ど
で

の
買
い
物
」。そ
の
次
に
「
夕
食
」が
50
・

７
％
で
続
い
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し

た
い
。
こ
の
数
字
が
意
味
す
る
の
は
、

旅
行
者
の
半
数
は
宿
以
外
で
夕
食
を
と

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
前
年
、
前
々

年
は
と
も
に
40
％
程
度
だ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
い
わ
ゆ
る
泊
食
分
離
が
さ

ら
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る

結
果
と
い
え
そ
う
だ
。

年
度
末
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
全
体
の
旅
行
件
数
が
減
っ
た
影
響
で
、

市
場
規
模
は
縮
小
し
た
が
、
実
は
単
価
は
上
昇
し
て
い
た
19
年
度
。

昨
年
度
特
有
の
事
情
も
あ
り
そ
う
な
の
で
今
後
の
動
き
に
も
注
目
し
た
い
。

全
体
で
は
前
年
度
比
6
・
1
％
減
も

1
回
あ
た
り
の
費
用
は
上
が
る

旅 行 費 用

202
0

※体験・観光に関する5つの項目「各種体験プログラムに参
加」「観光施設に行く、遊ぶ」「スポーツ、アウトドアを楽し
む」「健康・美容（立ち寄り温泉、エステ・マッサージ）」「ス
ポーツ観戦、コンサート、祭り」については、20の活動を
5分類に括って算出した割合となっている。平均回数・金額
も同様。

※「平均金額」は、「1回目に支払った大人1人分の金額」の平
均。「買い物」のみ、「1旅行中主な宿泊地で支払った総額
の大人1人分の金額」の平均。

※金額が0円のものは回数に含めない。
※推計消費額の算出方法は①回答者それぞれについて、各

消費行動の回数×1回目の単価で各消費行動の消費額を
算出。②各消費行動の平均消費額を算出。③全国の延べ
宿泊旅行者数に各消費行動の実施割合を乗じて各実施
者数を算出。更に各行動の平均消費額を乗じて、消費総
額を推計。エリア内での移動費用など上記の項目以外の
消費行動や、周遊先や移動中など主な宿泊エリア以外で
の消費行動は含まれていないため、図9の「現地消費」（約
3.3兆円）とは値が異なる。また、四捨五入の関係で見か
け上の計算と合わない場合がある。

表2 宿泊エリアでの消費行動（宿泊プラン・ツアー以外で行ったこと、複数回答）と推計消費額

0 40 60 80
（%）

飲
食

体
験
・
観
光

直売所や道の駅、
お土産物屋で買い物をする

エリア間や、
各エリア内の移動

-

7900円

-

8790円 

1.9回

1070円

2.2回

1670円

1.9回

1140円

2.0回

3500円

1.5回

4250円

1.5回

3250円

1.8回

4350円

1.8回

6960円

1.6回

2080円

1.5回

7680円

2.1回 

4790円 

6,564

8,882

828

3,588

1,131

5,009

977

479

1,968

978

264

1,445

321

現地での追加消費額
推計（億円）

追加消費額の
前年差（億円）

平均回数
平均金額

買
い
物

移
動

朝食を食べる

昼食を食べる

喫茶・スイーツを
食べる

夕食を食べる

バーなどで
お酒を飲む

各種体験プログラム
に参加

観光施設に行く、
遊ぶ

スポーツ、
アウトドアを楽しむ

健康・美容（立ち寄り温泉、
エステ・マッサージ）

スポーツ観戦、
コンサート、祭り

何も実施しなかった

61.2

74.4

その他の体験・観光

20

-354

-865

-117

-198

+7 

-122

-97

-59

-401

-39

-85

-29

-22

11,534

6,564

8,882

5,456

3兆2400億円
総額

-2400億円
総額

29.8

70.2

34.1

6.7

10.5

8.2

20.9

6.3

9.4

3.9

2.8

50.7

8



２０１９年度の国内宿泊旅行実態

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
、
車
、
個
人
旅
行
は 

現
代
の
旅
ス
タ
イ
ル
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

　利
用
し
た
宿
泊
施
設
（
表
３
）で
は
、

昨
年
ま
で
の
ト
レ
ン
ド
同
様
、
今
年
も

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
続
伸
。
２
０
０
９

年
度
に
16
・
７
％
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

10
年
で
１
・
５
倍
に
伸
び
た
こ
と
に
な

る
。
前
回
２
位
だ
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
は
、
今
年
は
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ

ン
で
旅
館
と
入
れ
替
わ
っ
た
。
そ
ん
な

旅
館
も
ト
ッ
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と

は
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
独
走
態
勢
が
続
く
。

　一
次
交
通
（
表
４
）
に
つ
い
て
も
ほ

ぼ
前
年
度
同
様
。
ト
ッ
プ
の
自
家
用
車

利
用
は
５
年
単
位
で
見
る
と
微
減
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
で
今
後
の
変
化
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
。
詳
し
く
は
Ｐ
18
か
ら
の
パ
ー
ト

２
で
ご
紹
介
し
た
い
。

　手
配
方
法
（
図
10
）で
は
、
個
人
旅
行

の
割
合
が
前
年
度
か
ら
微
減
し
た
が
大

き
く
は
変
わ
ら
ず
。
性
・
年
代
別
に
見

る
と
、
個
人
旅
行
の
比
率
は
シ
ニ
ア
女

性
で
最
も
低
い
が
そ
れ
で
も
86
・
５
％
。

ミ
ド
ル
男
性
は
93
・
３
％
、
ヤ
ン
グ
男

性
は
93
・
０
％
と
男
性
で
は
と
く
に
比

率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
男
性
の
伸
び
で
増
加
す
る 

「
食
」「
宿
」と
い
う
目
的

　旅
の
目
的
（
図
11
）
で
は
、「
食
」
と

「
宿
で
の
ん
び
り
」が
と
も
に
前
年
と
比

べ
て
２
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
。
こ
れ
に

よ
り
、
２
０
０
４
年
度
の
調
査
開
始
以

来
初
め
て
、「
宿
で
の
ん
び
り
」が
「
温

旅 の
スタイル

国
内
旅
行
を
ど
う
手
配
し
、
何
で
行
き
、
ど
こ
に
泊
ま
る
の
か
？

旅
の
ス
タ
イ
ル
は
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
大
き
な
手
が
か
り
だ
。

５
年
前
、
10
年
前
か
ら
の
変
化
も
交
え
つ
つ
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

目
的
は
宿
・
食
・
ま
ち
あ
る
き

「
一
人
旅
」比
率
は
さ
ら
に
上
昇

※2018年度より現地小遣いの設問を変更し、トリム平均の処理も変更したたため、経年比較はできない　※百の位までの四捨五入で示しているため、合計が合わない場合がある
※トリム平均とは……	 データ全体の上限と下限から一定の割合のデータをカットした残りのデータの平均のこと
	 ここでは、全体の上下合計1.0％の範囲にあるデータをカットした。金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるためである

33,800円 17,000円 50,800円

33,000円 16,300円 49,300円

35,700円 24,100円
（40.3%）

34,700円 16,900円 51,600円

59,800円19年度

18年度

17年度

16年度

15年度

参考

0 0 020,000 20,000 20,00040,000 40,000 40,00060,000（円） 60,000（円） 60,000（円）

全旅行者 個人旅行 パック旅行

図8 1回の宿泊旅行にかかった費用（大人1人あたり） ※トリム1.0％平均　※追加消費行動が有効回答

55,500円 26,300円
（32.2%）17,500円 16,000円 23,900円

（41.6%）

16,500円 15,800円 16,500円 48,800円

16,000円 15,400円 15,800円 47,200円

17,000円 16,000円 16,200円 49,300円

57,400円

宿泊＋交通 宿泊費 パック費 現地小遣い交通費 現地小遣い現地小遣い 総額 総額 総額

50,300円 22,700円 73,000円

34,900円 23,600円 58,500円 17,300円 15,900円 23,500円 56,700円 51,100円 24,100円 75,300円

81,800円

47,000円 20,900円 67,900円

46,500円 21,300円 67,800円

※集計データより、性・年代別に個人旅行とパック旅行の延べ宿泊者数、旅行費用の平均値（単価）を推計し、性・年代別・手配方法（個人、パック）別に費用総額を算出
※宿泊1回あたりの費用、宿泊先のエリアブロック別1回あたりの費用など、宿泊旅行に関する費用を総合的に推計し、総額を算出

宿泊旅行にかけられた
費用の総額

19年度

18年度

参考

17年度

16年度

15年度

8兆1,215億円

8兆6,496億円

7兆5,352億円

7兆878億円

7兆7,891億円

-6.1%

14.8%

6.3%

-9.0%

4.4%

前年比
（%）

図9 宿泊旅行にかけられた費用総額
0（%） 20 40 60 80 100

宿泊旅行にかけ
られた費用の総額

個人旅行と
パック旅行の内訳

費目別の内訳

個人旅行   
7兆453億円（86.7%）

パック旅行
1兆762億円（13.3%）

宿泊費
2兆1,530億円（26.5%）

交通費
1兆9,631億円（24.2%）

現地小遣い
3兆2,753億円（40.3%）

パック費
7,300億円（9.0%）

8兆1,215億円（100.0％）

23.1%	

21.8%

21.4%	

ビジネスホテル
旅館
リゾートホテル

25.4%	

21.0%

20.7%	

19年度
23.9%	

21.0%	

21.3%	

18年度 17年度

表3 宿泊施設のタイプ（単一回答）
	 ※ベース：宿泊旅行件数

1

2

3

39.9%	

20.2%	

16.1%	

40.1%	

20.5%	

16.3%

39.9%

20.3%	

16.8%	

自家用車
新幹線・特急列車
日本航空や全日空の飛行機

19年度 18年度 17年度

表4 目的地までの主な交通手段トップ3
 （単一回答） ※ベース：宿泊旅行件数

1

2

3

9 September  2020



泉
」を
抜
い
て
２
位
と
な
っ
た
。
５
年

単
位
で
の
変
化
を
見
る
た
め
に
２
０
１

４
年
度
と
今
回
を
比
べ
て
み
て
も
、

「
食
」「
宿
で
の
ん
び
り
」は
と
も
に
プ
ラ

ス
４
・
５
ポ
イ
ン
ト
と
全
項
目
中
最
も

大
き
く
伸
び
て
い
る
。
ま
た
、
５
年
単

位
で
見
る
と
「
ま
ち
あ
る
き
」
も
プ
ラ

ス
３
・
２
ポ
イ
ン
ト
と
、「
食
」「
宿
で
の

ん
び
り
」に
次
ぐ
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。

性
・
年
代
別
で
見
る
と
、「
宿
で
の
ん
び

り
」
は
ヤ
ン
グ
男
女
で
、「
食
」
は
ヤ
ン

グ
・
ミ
ド
ル
男
性
で
、「
ま
ち
あ
る
き
」

は
ヤ
ン
グ
女
性
と
ミ
ド
ル
男
女
の
伸
び

が
大
き
い
。
近
年
、
宿
泊
旅
行
実
施
率

が
上
昇
傾
向
に
あ
る
ヤ
ン
グ
男
性
で
、

他
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
項
目
で
は
な
く

「
宿
で
の
ん
び
り
」や
「
食
」が
目
的
の

旅
を
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
し
た
い
。

ヤ
ン
グ
男
性
の
一
人
旅
は
３
割
に 

子
連
れ
旅
減
に
は 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
？

　旅
の
同
行
者
（
図
12
）を
見
る
と
、
最

も
割
合
が
高
い
の
は
今
年
も
変
わ
ら
ず

「
夫
婦
二
人
で
の
旅
行
」で
、
全
体
の
約

４
分
の
１
を
占
め
た
。
続
く
「
一
人
旅
」

も
前
年
度
と
比
べ
て
プ
ラ
ス
０
・
６
ポ

イ
ン
ト
と
微
増
。
一
時
は
上
げ
止
ま
っ

た
か
の
よ
う
に
見
え
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
再
び
の
増
加
で
調
査
開
始
以
来
最

高
値
と
な
っ
た
。
一
人
旅
が
と
く
に
多

い
の
は
主
に
ヤ
ン
グ
・
ミ
ド
ル
男
性
だ

が
、
と
く
に
ヤ
ン
グ
男
性
で
は
全
旅
行

の
約
３
割
を
一
人
旅
が
占
め
る
ま
で
に

な
っ
て
い
る
（
表
５
）。
ま
た
「
恋
人
と

の
旅
行
」も
微
増
で
は
あ
る
が
８
％
を

超
え
て
過
去
最
高
値
に
。
性
・
年
代
別

で
は
基
本
的
に
ヤ
ン
グ
層
男
女
で
そ
れ

ぞ
れ
約
２
割
と
シ
ェ
ア
が
高
い
が
、
実

は
シ
ニ
ア
男
性
で
も
増
え
つ
つ
あ
り
、

２
０
０
９
年
度
に
３
・
２
％
だ
っ
た
の

が
今
年
度
は
４
・
３
％
と
、
10
年
で
１
・

５
倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
（
表
６
）。

　一
方
で
、「
小
学
生
以
下
の
子
連
れ

旅
行
」は
前
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ス
０
・
５

ポ
イ
ン
ト
と
微
減
。
性
・
年
代
別
で
は

ヤ
ン
グ
・
ミ
ド
ル
女
性
で
と
も
に
マ
イ

ナ
ス
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
春
休
み
期
間
の
旅

行
が
で
き
な
か
っ
た
様
子
を
窺
わ
せ
る

（
P
15
～
の
「
月
別
デ
ー
タ
」の
項
も
参

照
）。
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19年度

18年度

17年度

4020 60 80

90.5% 9.5%

90.3% 9.7%

90.3% 9.7%

個人旅行 パック旅行

図10 宿泊旅行の手配方法　※ベース：延べ宿泊旅行件数

0 100（%）

図11 宿泊旅行の目的（複数回答）  ※ベース：宿泊旅行件数

0 10 20 30 40（%）

地元の
美味しいものを食べる

宿でのんびり過ごす

温泉や露天風呂

名所、旧跡の観光

まちあるき、都市散策

買い物、アウトレット

テーマパーク（遊園地、
動物園、博物館など）

友人、親戚を訪ねる

花見や紅葉などの
自然観賞

35.6
36.5

37.9

27.8
27.7

29.2

18.1
18.3

19.3

9.0
8.9
9.6

13.6
12.6

12.1

お祭りやイベントへの
参加、見物

スポーツ観戦や
芸術鑑賞（コンサート等）

ドライブ・ツーリング

アウトドア
（海水浴、釣り、登山など）

スキー・スノボ、
マリンスポーツ

各種体験
（手作り、果物狩りなど）

その他スポーツ
（ゴルフ、テニスなど）

その他

37.5

27.3

20.0

12.1

8.6

6.6
6.3
6.5
6.9

5.4
5.3
5.9
5.4

4.9
5.1
5.5
6.1

5.0
4.9
4.6
5.0

2.2
2.4
2.2
2.2

1.4
1.4
1.5
1.7

1.8
1.9

1.4
1.7

5.3
5.0
4.8

4.2

19年度
18年度
17年度
16年度
15年度

40.0

33.7
34.0
34.0

33.3
33.9

31.2
31.6
32.2
32.5

34.8

27.5

20.7

14.0
13.6
14.1
14.3

13.7
12.9
12.7

13.6
13.7
14.1

11.6

9.1

6.6

6.0

6.5

5.1

1.9

1.6

1.6

4.4

10



２０１９年度の国内宿泊旅行実態

19年度 全体

18年度 全体

17年度 全体

16年度 全体

15年度 全体

14年度 全体

13年度 全体

12年度 全体

11年度 全体

10年度 全体

図12 宿泊旅行の同行者 （単一回答）  ※ベース：延べ宿泊旅行件数（単位：％）

1.4

1.2

1.2

1.0

1.1

1.8

1.4

1.7

1.8

1.9

0.5

0.8

0.4

0.9

1.2

1.9

小学生以下子連れ家族旅行……小学生以下の子供を連れた家族旅行　中学生以上子連れ家族旅行……中学生以上20歳未満の子供を連れた家族旅行
団体旅行……職場やサークルなどでの団体旅行　※小学生未満の子供も連れている場合は小学生以下の子連れ家族旅行に回答

グラフ中の略記について

20〜34歳
（ヤング）

35〜49歳
（ミドル）

50〜79歳
（シニア）

男性

一人旅
恋人と
の旅行

夫婦二人で
の旅行

小学生以下
子連れ家族旅行

中学生以上
子連れ家族旅行

親連れ
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行 団体旅行 その他

女性

男性

女性

男性

女性

13.1 4.715.39.07.87.2 24.4 12.8 3.9

14.1 4.514.38.88.07.4 24.5 12.6 4.0

14.5 4.413.89.27.97.2 24.1 12.7 4.3

15.4 3.813.89.18.47.0 24.8 11.7 4.3

15.9 3.813.98.98.27.3 24.5 11.9 4.2

17.5 3.313.28.48.57.0 25.3 11.2 4.2

17.2 2.912.78.48.97.3 25.7 11.1 4.5

18.0 2.712.87.88.47.8 25.2 12.0 4.5

18.6 2.512.57.98.48.2 25.2 11.5 4.2

12.7 9.14.211.48.425.420.16.6

13.7 9.515.619.2 13.4 20.64.7 2.1

21.2 3.510.38.14.95.25.236.34.3

35.23.212.5 1.913.416.17.24.83.8

0.4

1.1

29.8 18.9 3.515.72.29.810.58.8

26.4 2.78.32.48.54.027.312.47.6

0.2

17.2 3.213.18.38.57.0 25.5 11.8 4.3

表5 一人旅の構成比の変化（性・年代別） （単位：％）

表6 恋人との旅行の構成比の変化（性・年代別） （単位：％）

表７ 「小学生以下の子連れ家族旅行」構成比の推移（性・年代別） （単位：％）

性・年代別 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度
20〜34歳 男性 20.9 23.3 23.2 26.1 26.9 28.8 29.1 26.8 27.4 29.8

女性 10.0 10.7 10.2 11.6 12.6 14.3 12.6 13.9 14.4 13.7

35〜49歳 男性 18.4 18.5 20.9 21.9 23.0 24.8 24.2 26.2 24.5 26.4

女性 9.4 8.2 8.0 9.7 10.1 11.7 11.3 10.7 12.1 12.7

50〜79歳 男性 14.1 17.4 16.9 17.7 18.3 19.2 20.1 20.7 22.1 21.2

女性 9.8 9.9 11.3 11.0 10.4 12.3 11.4 10.6 11.9 12.5

性・年代別 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度
20〜34歳 男性 9.2 8.7 9.3 7.9 6.9 8.8 7.8 9.9 9.8 10.5

女性 16.7 15.5 14.3 13.4 13.4 11.5 14.4 11.7 12.3 9.5

35〜49歳 男性 30.4 28.3 28.6 28.0 27.5 26.1 25.9 23.3 27.7 27.3

女性 32.2 33.4 33.4 30.8 31.2 28.4 28.9 28.8 28.2 25.4

50〜79歳 男性 4.1 4.7 4.6 3.8 3.8 3.7 4.8 3.9 4.6 5.2

女性 3.6 3.0 3.6 3.2 3.8 3.7 3.4 3.2 3.9 3.8

性・年代別 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度
20〜34歳 男性 20.2 20.4 18.8 18.9 19.1 16.8 16.6 17.0 18.7 18.9

女性 17.6 17.8 19.0 17.6 17.6 18.0 16.0 17.6 17.2 19.2

35〜49歳 男性 8.0 8.6 8.0 7.3 8.2 7.6 9.4 8.1 9.0 7.6

女性 5.3 4.6 5.4 5.8 5.9 5.5 5.3 5.6 7.2 6.6

50〜79歳 男性 2.9 3.2 3.3 3.3 3.7 3.7 3.6 4.1 4.2 4.3

女性 1.9 2.0 1.9 2.2 1.8 2.2 2.6 2.8 2.4 3.2
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旅
行
者
減
の
苦
境
の
中
、 

満
足
度
の
平
均
値
は
軒
並
み
ア
ッ
プ

　延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
の
多
い
都
道
府

県
ラ
ン
キ
ン
グ
（
表
８
）
は
１
位
か
ら

４
位
ま
で
３
年
連
続
変
動
な
し
。
た
だ

し
今
回
、
旅
行
者
数
が
増
加
し
た
の
は

８
県
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
の
都
道
府

県
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
（
表
９
）、
東
京

都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
で
は
１
０
０

万
人
以
上
減
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
を
含
む
、
宿
泊
旅
行
者
全
体
の
減

少
を
受
け
た
結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
中
で
健
闘
し
た
の
が
福
岡
県
。

旅
行
者
数
ト
ッ
プ
10
で
は
唯
一
の
プ
ラ

ス
と
な
り
、
順
位
も
２
つ
ア
ッ
プ
し
た
。

　延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
の
増
加
率
で
ト

ッ
プ
３
と
な
っ
た
の
は
、
福
井
県
、
宮

崎
県
、
福
岡
県
（
表
10
）。
１
位
の
福
井

県
は
県
内
の
恐
竜
施
設
の
人
気
も
あ
っ

て
か
前
年
度
比
13
・
６
％
増
。
２
位
の

宮
崎
県
は
、
高
千
穂
峡
や
サ
ー
フ
ァ
ー

に
人
気
の
日
南
エ
リ
ア
な
ど
を
中
心
に

人
が
集
ま
り
、
前
年
度
比
10
・
１
％
増

を
記
録
し
た
。

　地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
宿
泊
旅
行
者
数

の
増
減
（
表
11
）は
、
い
ず
れ
の
地
域
も

前
年
度
か
ら
減
少
し
て
い
る
が
、
北
海

道
、
九
州
、
沖
縄
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
は
比

較
的
減
少
幅
が
少
な
く
収
ま
っ
た
。

　総
合
満
足
度
（
表
12
）
で
は
沖
縄
県

が
前
年
の
２
位
か
ら
ト
ッ
プ
に
返
り
咲

き
。
２
位
に
は
、
旅
行
者
数
増
に
伴
っ

て
７
つ
の
部
門
で
ト
ッ
プ
10
入
り
と
大

躍
進
を
果
た
し
た
宮
崎
県
が
飛
び
込
ん

だ
。　そ

の
他
、
各
部
門
の
都
道
府
県
別
満

足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
表
13
の
と
お
り
。

今
回
は
す
べ
て
の
部
門
で
全
体
平
均
が

前
年
以
上
と
な
っ
て
い
て
、
全
体
的
な

レ
ベ
ル
の
向
上
が
感
じ
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
に
よ
る
全
国
的
な
旅
行
者
減
を
受
け
、

多
く
の
都
道
府
県
や
ブ
ロ
ッ
ク
で
増
減
数
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
。

メ
ジ
ャ
ー
な
観
光
地
の
多
く
が
苦
戦
す
る
な
か
、
新
顔
が
躍
進
を
果
た
し
た
。

増
減
数
プ
ラ
ス
は
８
県
の
み
。
増
加
率
で
は

福
井
県
、宮
崎
県
、福
岡
県
が
ト
ッ
プ
3
に

202
0

都 道 府 県 別

済

北海道 東北 関東 東海 関西 中四国 九州 沖縄甲信越・
北陸

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

宿泊先ブロック

全体	19年度
	 18年度
	 17年度
19-18年度増減
北海道
東北
関東
甲信越・北陸
東海
関西
中四国
九州
沖縄

表11 居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減（18年度→19年度）

1,586
1,705
1,742
-119

-3
5

-18
-3

-49
-40
-7
-6
1

2,188
2,424
2,378
-236

-2
-22
-92
-16
-46
-38
-7

-17
3

1,279
1,424
1,433
-145

-4
0
4
6

-54
-34
-59
-4
0

1,559
1,616
1,621

-57
-3
9

20
5

11
-35
-12
-49
-2

474
533
540
-59

4
3

-27
-4
-1

-22
-7
4
-9

1,191
1,294
1,269
-103

-1
-44
-36

7
-7

-23
-2
5
-2

3,488
3,931
3,795
-442

-3
-43

-157
-42
-63
-64
-49
-16
-5

1,735
1,842
1,856
-107

7
-2

-105
1
-9
10
-5
0
-3

1,091
1,134
1,066

-43
-38
-42
18
2
6
0
3

10
-1

（単位：万人）

※ブロック別増減／-30万人以上：茶色網掛け黒文字、-0人未満：赤文字、+0人以上：黒文字
※全体増減／-100万人以上：黄色網掛け黒文字、-0人以上：赤文字

表8 都道府県別延べ宿泊旅行者数
 ランキング

東京都
北海道
大阪府
静岡県
長野県
神奈川県
京都府
福岡県
千葉県
沖縄県

1,447
1,091
739
665
630
584
549
515
510
474

推計値

万人1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

表10 都道府県別延べ宿泊旅行者数
 増加率ランキング

福井県
宮崎県
福岡県
滋賀県
香川県
岐阜県
石川県
島根県
栃木県
愛知県

13.6
10.1
3.9
3.7
2.9
0.9
0.6
0.3

- 0.6
- 2.1

推計値

％1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

表9 都道府県別延べ宿泊旅行者数
 増加数ランキング

福岡県
福井県
宮崎県
滋賀県
香川県
岐阜県
石川県
島根県
栃木県
佐賀県

19
16
10
5
4
2
2
1
-2
-4

推計値

万人1

2

3

4

5

6

6

8

9

10

表12 総合的な満足度の高かった
 都道府県

93.1	
89.5	
89.3	
89.2 
89.0 
89.0 
88.5 
88.4 
88.3 
88.1 

%沖縄県
宮崎県
京都府
高知県
北海道
香川県
石川県
鹿児島県
大分県
兵庫県

84.8	%全体平均（前年度83.4%）

2

3

4

5

5

7

8

8

10

第 位1
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２０１９年度の国内宿泊旅行実態

現地でよい観光情報を
入手できた都道府県

46.1 
40.3 
38.3  
36.4 
36.0 
35.7 
35.3 
35.2 
33.2 
32.9 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
宮崎県
青森県
北海道
石川県
京都府
香川県
鹿児島県
長崎県
富山県

第 位1

SNSが新たな情報源として浮上
宮崎県、石川県、香川県がトップ10入り。ホテルや飲
食店、観光地などでよい情報が得られたという意見が
多いのは従来どおりだが、1位の沖縄県ではSNSとの
回答も多く、情報発信の手段として存在感を示した。

28.4 %全体平均（前年度27.0%）

表13 項目別に見た評価の高い都道府県ランキング

魅力的な宿泊施設が
多かった都道府県

68.4 
63.0 
54.0  
52.9 
52.7 
52.6 
52.4 
52.0 
52.0 
52.0 

%
2

3

4

5

6

7

8

8

8

大分県
沖縄県
北海道
兵庫県
和歌山県
石川県
熊本県
群馬県
千葉県
神奈川県

第 位1

5連覇の大分県ほか有名温泉、リゾートが強い
1位の大分県では温泉旅館名、2位の沖縄県では有名
リゾートホテル名、3位の北海道は温泉またはスノーリ
ゾート名。いずれも有名温泉地やリゾート地、テーマパ
ークなど大規模な観光地を有する地域が上位を占めた。

46.5 %全体平均（前年度44.4%）

大人が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

59.1 
55.3 
52.6  
50.1 
49.2 
47.6 
47.3 
46.7 
46.6 
46.1 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
千葉県
京都府
宮崎県
長崎県
奈良県
石川県
鹿児島県
和歌山県
北海道

第 位1

テーマパークや神社仏閣が人気
沖縄県は水族館や商店街、海レジャーなどのコメント
が多い。2位の千葉県は有名テーマパーク、3位の京
都府は神社仏閣の名前が多数。4位の宮崎県、8位の
鹿児島県、10位の北海道が圏外からベスト10入り。

42.5 %全体平均（前年度42.0%）

地元の人のホスピタリティを
感じた都道府県

47.9 
42.2 
38.4  
35.3 
34.1 
33.9 
32.5 
32.3 
32.1 
31.2 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
宮崎県
山形県
鹿児島県
香川県
北海道
熊本県
青森県
石川県
福島県

第 位1

沖縄県の1位は不動。2位に今回大躍進の宮崎県
沖縄県は地元の人の温かさや観光客を歓迎するムー
ドが愛され、高齢者に優しいという意見も。上位の県
はいずれも「どこに行ってもみんな優しい」と評される
が、3位山形県は「地元の生活感」にも評価の声が。

26.6 %全体平均（前年度24.8%）

地元ならではの
おいしい食べ物が多かった都道府県

79.5 
78.9 
78.3 
77.2 
77.0 
77.0 
76.4 
76.3 
75.5 
74.9 

%
2

3

4

5

5

7

8

9

10

石川県
北海道
宮崎県
山形県
高知県
沖縄県
青森県
香川県
鹿児島県
福岡県

第 位1

石川県が3年連続1位。宮崎県が急上昇
1位の石川県は「のどぐろ」「カニ」「すし」などの魚介系が
人気。2位北海道は魚介＋「ジンギスカン」や「ラーメ
ン」も挙がる。3位に躍進した宮崎県は「チキン南蛮」

「（地鶏）炭焼き」「宮崎牛」など肉類で好評価。

63.2 %全体平均（前年度60.9%）

魅力のある特産品や土産物が
多かった都道府県

72.1 
66.7 
66.3 
65.8 
65.7 
64.5 
63.9 
62.3 
62.0 
61.4 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
北海道
鹿児島県
京都府
石川県
青森県
広島県
宮崎県
熊本県
長崎県

第 位1

沖縄県が15年連続トップ。食の特産品が人気
1位の沖縄県は「ちんすこう」「紅芋タルト」のほか「シー
サー」など工芸品も評価が高い。2位の北海道は海産
物中心に菓子類も人気。その他府県も、酒、菓子、フ
ルーツ、海産物など主に食関連が評価された。

52.3 %全体平均（前年度50.6%）

現地へのアクセスが
よかった都道府県

66.6 
65.2 
61.2  
60.3 
59.4 
55.8 
53.6 
51.2 
50.0 
49.9 

%大阪府
東京都
神奈川県
福岡県
京都府
兵庫県
愛知県
宮城県
広島県
石川県

第 位1

大都市圏または新幹線停車県が並ぶ
上位7位までの顔ぶれは同じで基本的に大都市圏とそ
の近郊がランクイン。新たにランクインした広島県、石
川県もともに新幹線の駅があって大都市から1本の立
地。実際に行ってみればアクセスのよさが分かる県だ。

48.9 %全体平均（前年度47.2%）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

子供が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

53.9 
44.3 
40.5  
35.1 
31.5 
31.3 
30.8 
29.6 
28.8 
28.1 

%千葉県
沖縄県
和歌山県
長崎県
大阪府
三重県
宮崎県
北海道
福井県
山梨県

第 位1

トップ3は12年連続変動なし
千葉の1位は15年連続。4ランクアップの長崎県はテ
ーマパークが評価された。圏外からランクインの宮崎
県ではリゾートホテルや高千穂峡、野球のキャンプ地
が、福井県は恐竜に関するスポット名が多く挙がった。

25.3 %全体平均（前年度25.3%）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

若者が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

52.5 
51.2 
40.9  
35.5 
35.3 
34.5 
33.7 
32.6 
30.9 
30.0 

%千葉県
沖縄県
大阪府
長崎県
東京都
和歌山県
宮崎県
北海道
福岡県
神奈川県

第 位1

2005年度以来不動のトップ3
上位3府県ではいずれも有名テーマパークの名前が挙
がるが、沖縄県では海のアクティビティ、また3府県共
通でショッピングエリアも支持された。その他宮崎県
の高千穂峡や日南エリアなどSNS映えスポットも人気。

28.6 %全体平均（前年度27.9%）

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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台
風
や
新
型
コ
ロ
ナ
で
は 

女
性
が
と
く
に
敏
感
に
反
応
？

　年
度
末
の
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
影
響

は
大
き
い
が
、
２
０
１
９
年
度
に
は
他

に
も
、
観
光
産
業
に
影
響
を
与
え
る
多

く
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
の
大
型
連
休
や
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
、
観
光
を
活
気
づ

け
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
一
方
、
地
震

や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
や
消
費
税
率

ア
ッ
プ
も
あ
っ
た
１
年
。
月
別
デ
ー
タ

に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
出
来
事
と
照

ら
し
合
わ
せ
つ
つ
見
て
い
き
た
い
。
　

ま
ず
、
前
年
同
月
と
比
べ
た
旅
行
件
数

の
増
減
を
性
・
年
代
別
に
見
て
い
く

（
表
14
）。
全
体
で
は
10
連
休
の
あ
っ
た

４
月
、
５
月
で
増
加
し
て
い
る
が
、
と

く
に
４
月
は
ヤ
ン
グ
男
性
と
ミ
ド
ル
女

性
が
、
５
月
は
ヤ
ン
グ
女
性
と
ミ
ド
ル

男
女
で
増
加
率
が
高
か
っ
た
。

　５
月
以
降
は
全
体
的
に
減
少
傾
向
だ

が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
長
期
旅

行
に
費
用
を
か
け
た
反
動
か
も
し
れ
な

い
。
10
月
、
11
月
は
さ
ら
に
減
少
率
が

高
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
秋
に
連
続
し

て
起
こ
っ
た
台
風
被
害
の
影
響
が
あ
り

そ
う
だ
。
性
・
年
代
別
で
は
と
く
に
９

月
、
10
月
の
ミ
ド
ル
女
性
、
10
月
〜
12

月
の
ヤ
ン
グ
女
性
の
減
少
率
が
高
い
。

　３
月
の
約
６
割
と
い
う
大
幅
減
は
も

ち
ろ
ん
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
だ
が
、
と

り
わ
け
減
少
率
が
高
い
の
は
ミ
ド
ル
女

性
と
シ
ニ
ア
女
性
。
い
ず
れ
も
旅
行
実

施
率
（
Ｐ
６
図
２
）
の
低
下
の
大
き
か

っ
た
層
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
敏
感

に
反
応
し
た
層
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お

シ
ニ
ア
を
50
〜
64
歳
と
65
〜
79
歳
に
分

け
る
と
後
者
の
減
少
率
が
よ
り
大
き
く
、

ハ
イ
リ
ス
ク
と
さ
れ
る
高
齢
者
層
が
旅

行
を
控
え
た
様
子
も
見
ら
れ
る
。

長
い
連
休
の
旅
は
よ
り
遠
方
へ 

家
族
と
行
く
旅
が
と
く
に
増
加

　同
行
者
別
の
増
減
（
表
15
）で
は
、
４

月
出
発
の
旅
行
で
、「
小
学
生
連
れ
」

「
中
学
生
以
上
連
れ
」の
旅
行
が
大
き
く

増
加
、
５
月
も
「
夫
婦
二
人
」以
外
の
家

族
旅
行
が
２
、
３
割
増
え
て
い
て
、「
恋

人
と
の
旅
行
」の
増
加
率
も
高
い
。
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
時
期
に
と
く
に

こ
う
し
た
旅
行
が
多
か
っ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　年
度
末
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ

い
て
見
る
と
、
２
月
の
段
階
で
「
友
人

と
の
旅
行
」や
「
団
体
旅
行
」が
ま
ず
２

割
以
上
減
少
。
３
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、

家
族
旅
行
の
中
で
も
子
供
が
小
さ
い

多
く
の
人
が
旅
行
し
た
大
型
連
休
や
、
旅
行
控
え
が
起
こ
っ
た
台
風
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
。

旅
行
行
動
に
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
起
こ
っ
た
と
き
、

誰
が
、
ど
ん
な
ふ
う
に
反
応
し
た
の
か
を
、
月
別
デ
ー
タ
を
も
と
に
見
て
い
こ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
他
に
も
あ
る

月
別
デ
ー
タ
に
見
る
、好
影
響
、悪
影
響

□改元に伴う休日増により、ゴールデンウィ
ークが10連休に。

□新潟県村上市で最大震度6強の地震が
発生。
□大阪府でG20が開催される。

□大阪府の『百舌・古市古墳群』が世界文化
遺産に登録される。

□『あいちトリエンナーレ』開催。
□高速道路でのあおり運転を強要容疑で初
の立件。
□九州北部（長崎県、佐賀県、福岡県）で大
雨被害。

□台風15号により千葉県内に大きな被害が
出る。
□ラグビーワールドカップ開催（〜11月）

□消費税率10％がスタート。
□台風19号により関東から東北にかけて大
きな被害が出る。
□沖縄県の首里城が焼失。

□新天皇即位に伴う各種行事が開催される。
□ローマ教皇フランシスコが来日。

□新型コロナウイルス流行で封鎖の武漢か
らチャーター便による帰国開始。

□新型コロナウイルス流行が指定感染症に。
国内で初の死者。

□東日本大震災以後運転を見合わせていた
常磐線が全線復旧。
□新型コロナウイルスの流行に伴い東京
2020オリンピック・パラリンピックの延期
が決定。

4月、5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

1月

2月

3月

2019年度の主な出来事

202
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月 別 デ ー タ
1

14



２０１９年度の国内宿泊旅行実態

「
小
学
生
以
下
連
れ
家
族
旅
行
」や
高
齢

の
「
親
を
連
れ
た
家
族
旅
行
」
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
小
学

生
以
下
連
れ
」が
最
大
シ
ェ
ア
を
占
め

る
の
が
ミ
ド
ル
女
性
の
旅
。
こ
う
し
た

旅
が
見
合
わ
せ
ら
れ
た
例
は
多
そ
う
だ
。

一
方
で
、「
夫
婦
二
人
」や
「
中
学
生
以

上
連
れ
」な
ど
の
旅
行
は
減
少
率
が
低

め
で
、
影
響
が
や
や
小
さ
い
。

　ブ
ロ
ッ
ク
別
宿
泊
旅
行
件
数
で
は
、

５
月
に
増
加
率
が
高
か
っ
た
宿
泊
先
は

北
海
道
、
関
西
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
表

16
）。
な
か
で
も
増
え
た
の
は
関
西
・
中

四
国
→
九
州
、
九
州
・
東
海
→
関
西
、
関

西
→
北
海
道
へ
の
旅
行
で
（
Ｐ
16
表

17
）、
大
型
連
休
で
比
較
的
遠
方
へ
の

旅
行
が
増
え
た
と
い
え
そ
う
だ
。

　新
型
コ
ロ
ナ
影
響
の
出
始
め
た
３
月

の
旅
行
で
は
、
と
く
に
北
海
道
、
関
東
、

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
減
少
が
大
き
く
、

観
光
施
設
の
営
業
が
止
ま
っ
た
都
心
や

遠
方
へ
の
旅
行
が
控
え
ら
れ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
（
P
1
6
表
18
）。
一

方
、
東
北
や
関
西
、
九
州
の
域
内
旅
行

は
マ
イ
ナ
ス
30
％
〜
マ
イ
ナ
ス
40
％
と
、

や
や
持
ち
こ
た
え
た
。

　そ
の
他
で
は
、
９
月
〜
11
月
の
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
減
少
や
、
10
、
11
月
の
甲

信
越
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
減
少
は
や
は

り
台
風
の
影
響
だ
ろ
う
。
ま
た
10
月
以

降
は
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
で
大
き
な
減
少
が

表14 前年度比旅行増減率の月別推移（性・年代別、単一回答）  ※ベース：1人あたり最大3回までの旅行件数 （単位：％）

※全体より値の高い部分に黄色の網掛けをした

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
全体 3.0 12.0 -2.3 -2.4 -2.2 -1.0 -6.3 -8.0 -5.8 -2.3 -7.6 -57.0 -6.6
20～34歳 男性 15.2 10.0 -7.8 0.9 -3.6 1.8 -2.3 -1.5 -2.5 5.1 -3.1 -42.7 -2.8

女性 3.5 24.1 4.2 5.8 3.9 0.1 -10.3 -11.8 -16.7 2.8 -5.0 -56.4 -5.2
35～49歳 男性 2.8 13.4 5.9 9.0 -2.2 -5.0 -0.6 -4.5 3.2 5.6 -11.8 -47.1 -2.5

女性 17.7 13.9 -6.4 -7.9 -4.6 -9.9 -12.0 0.1 -3.8 -21.6 4.6 -66.5 -8.6
50～79歳 男性 -1.0 10.1 1.5 -3.8 -4.7 0.5 -7.1 -10.1 -10.0 3.1 -3.7 -57.9 -7.1

女性 -3.3 8.4 -7.3 -8.9 -0.2 1.6 -5.3 -10.6 -3.6 -6.7 -17.7 -61.5 -9.2

表15 月別、同行者タイプ別増減率（単一回答）  ※ベース：1人あたり最大3回までの旅行件数 （単位：％）

※全体より値の高い部分に黄色の網掛けをした（その他以外）

19-18年度の増減率 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
全体 3.0 12.0 -2.3 -2.4 -2.2 -1.0 -6.3 -8.0 -5.8 -2.3 -7.6 -57.0 -6.6
ひとり旅 -4.1 13.6 -2.5 2.0 6.1 1.5 7.3 -2.1 -0.9 -0.1 4.9 -58.3 -3.6
恋人との旅行 3.9 15.8 -3.2 14.0 2.7 -0.9 -13.9 -5.1 -3.7 8.8 -0.2 -40.5 -2.1
夫婦二人での旅行 -3.5 7.2 -2.7 -4.6 0.6 4.8 -8.3 -13.0 -8.4 4.8 -4.1 -53.3 -6.6
小学生以下連れ家族旅行 13.8 18.1 -12.7 -4.5 -6.5 0.9 -13.7 -17.1 -10.2 -16.0 -19.0 -62.4 -10.4
中学生以上連れ家族旅行 23.7 31.2 4.7 -22.5 -7.7 -27.0 -5.8 -28.5 7.9 -31.2 -20.2 -44.3 -11.2
親を連れた家族旅行 -2.0 20.5 -6.5 -5.5 -19.0 10.2 -8.3 5.5 -7.4 4.5 11.9 -66.9 -6.6
その他の家族旅行 16.2 34.6 1.0 -8.3 8.3 -19.3 -3.4 0.3 -13.0 1.7 -12.0 -64.8 -5.3
友人との旅行 3.3 0.1 6.3 3.3 -4.0 -4.2 -7.1 -13.6 -8.5 -7.0 -23.1 -59.6 -8.8
団体旅行 -10.6 -34.5 -4.6 -5.8 15.2 19.2 -20.2 -6.0 6.2 -16.0 -26.5 -61.8 -13.3
その他 111.6 5.2 -17.2 -14.8 -2.0 -19.3 22.4 17.3 24.4 54.5 -4.3 -52.9 7.0

※全体より値の高い部分に黄色の網掛けをした

表16 月別、宿泊先ブロック別旅行増減率の推移（単一回答）  ※ベース：1人あたり最大3回までの旅行件数 （単位：％）

19-18年度の増減率 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
全体 3.0 12.0 -2.3 -2.4 -2.2 -1.0 -6.3 -8.0 -5.8 -2.3 -7.6 -57.0 -6.6
北海道 1.8 12.3 0.8 -0.9 9.7 17.6 -1.7 23.2 -6.5 -7.1 -21.1 -64.3 -1.4
東北 10.6 10.3 -4.5 4.8 2.1 -8.1 -0.2 -14.2 4.5 14.9 -17.0 -45.2 -3.0
関東 4.4 8.7 -0.1 -6.2 -11.1 -11.1 -9.9 -16.6 -11.5 -0.5 -8.3 -69.1 -12.1
甲信越・北陸 12.5 11.0 -3.8 -16.0 0.5 12.2 -14.7 -12.9 -4.1 -20.9 -4.0 -50.2 -6.5
東海 -1.3 10.5 -7.3 4.8 10.2 6.9 -8.2 -6.1 4.7 2.2 -5.6 -56.2 -4.6
関西 2.8 19.0 -7.5 -2.6 -6.6 6.1 -7.8 0.2 -2.9 -6.9 -1.2 -57.9 -5.6
中四国 -5.3 8.4 -2.6 -5.8 -9.1 -1.0 6.6 -5.1 -2.7 0.0 14.3 -40.5 -4.1
九州 1.7 21.1 -1.0 12.0 -7.8 -18.9 -0.4 -4.6 -6.2 22.3 -0.3 -45.2 -3.5
沖縄 -4.3 4.5 22.3 8.5 22.3 4.2 -8.0 -27.0 -19.6 -28.7 -39.7 -63.3 -12.3

宿
泊
先
ブ
ロ
ッ
ク
別
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２０１９年度の国内宿泊旅行実態

見
ら
れ
た
が
、
首
里
城
焼
失
に
よ
る
影

響
も
あ
り
そ
う
だ
。

長
め
の
旅
行
で
費
用
も
か
け
た
Ｇ
Ｗ	

旅
行
単
位
が
小
さ
く
な
っ
た
３
月

　そ
の
他
の
気
に
な
る
デ
ー
タ
は
表
19

に
ま
と
め
て
み
た
。

　４
、
５
月
の
宿
泊
数
は
前
年
同
月
よ

り
や
や
多
め
。
費
用
に
つ
い
て
は
個
人

旅
行
の
総
額
が
前
年
同
月
よ
り
４
８
０

０
円
高
く
、
全
旅
行
者
の
総
額
も
高
い
。

や
は
り
前
年
よ
り
費
用
を
か
け
、
長
め

の
旅
行
を
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
10
連

休
の
効
果
は
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
だ
。

　新
型
コ
ロ
ナ
影
響
に
つ
い
て
は
、
平

均
同
行
者
数
に
注
目
し
た
い
。
３
月
は

前
年
同
月
と
比
べ
て
０
・
４
人
減
と
多

人
数
で
の
旅
行
が
避
け
ら
れ
る
傾
向
。

ま
た
、
１
旅
行
あ
た
り
の
宿
泊
旅
行
総

額
も
低
く
、
旅
行
を
し
た
と
し
て
も
全

体
に
小
規
模
に
な
っ
た
印
象
だ
。

202
0

表17	 居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数
	 （18年５月→19年５月）

北海道 東北 関東 東海 関西 中四国 九州 沖縄
5月
計甲信越・

北陸

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

宿泊先ブロック

全体	 19年5月
	 18年5月
増減率
北海道
東北
関東
甲信越・北陸
東海
関西
中四国
九州
沖縄

127 
115 
10%

2%
21%
-2%
50%
34%
58%

166 
139 
19%

15%
17%
-53%
37%
17%
12%
92%

107 
99 
8%

41%
-2%

-15%
-10%
23%
9%

115 
95 

21%

22%

-19%
30%
52%
13%

37 
35 
5%

11%

-37%

1,136
1,014
12%

97 
88 

10%

-5%
29%
-9%
18%
-23%

260 
239 
9%

-30%
-5%
7%

19%
29%
-9%
12%
33%

144 
130 
11%

45%
8%

14%
17%
8%
8%

83 
74 

12%
2%

-38%
21%
-11%

5%
111%

-8%

（単位：万人）

※前年の件数が3万件以下のセルは非表示とした
※全体では、増減率が全国の増減率（12％）を超えているものに黄色の網掛け
※ブロック別では、30％以上増加したセルに茶色の網掛け

表18	 居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数
	 （19年3月→20年3月）

北海道 東北 関東 東海 関西 中四国 九州 沖縄
3月
計甲信越・

北陸

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

宿泊先ブロック

全体	 20年3月
	 19年3月
増減率
北海道
東北
関東
甲信越・北陸
東海
関西
中四国
九州
沖縄

52 
119 

-56%
-92%

-49%
-58%
-57%
-61%

58 
137 

-58%

-57%
-70%
-61%
-30%
-79%
-82%

44 
74 

-41%

-52%

-60%
-4%

-49%
-26%

52 
95 

-45%

-48%

-54%
-73%
-37%

12 
34 

-63%

-42%

-73%
-76%

-75%

395 
920 

-57%

32 
58 

-45%

-37%
-51%

78 
252 

-69%
-50%
-75%
-60%
-86%
-72%
-72%
-75%
-77%

47 
94 

-50%

-45%
-49%
-55%
-46%

20 
56 

-64%
-54%
-94%
-71%

（単位：万人）

※前年の件数が3万件以下のセルは非表示とした
※全体では、増減率が全国の増減率（-57％）を下回っているものに黄色の網掛け
※ブロック別では、70％以上減少したセルに茶色の網掛け

表19	その他注目の月別データ（単一回答）  ※ベース：1人あたり最大3回までの旅行件数

19-18年度・平均値の差 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間
宿泊数 0.11 0.14 0 0.02 0.03 0.04 0.06 -0.05 -0.01 0.04 -0.13 -0.25 0.02

※前年差プラスの上位2位までに緑の網掛け、マイナスの上位2位までに黄色の網掛けをした （単位：泊）

同行人数・合計 -0.1 -0.2 0.0 -0.1 0.0 0.0 -0.1 -0.1 0.1 -0.3 -0.2 -0.4 -0.1
同行人数・大人 -0.1 -0.2 0.0 -0.1 0.1 0.0 -0.1 -0.1 0.1 -0.3 -0.2 -0.3 -0.1
同行人数・子供 0.0 0.0 -0.2 0.0 -0.1 -0.4 0.0 0.0 -0.1 0.2 0.0 -0.3 -0.1

※前年差マイナスの上位5位まで（同率含む）に黄色の網掛けをした （単位：人）

全旅行者の大人１人あたり宿泊旅行総額 300 4400 4000 -1600 1600 1700 2200 400 -3300 2800 200 -5400 1300
全旅行者の大人１人あたり現地消費 300 1800 1100 -900 900 1800 1500 -700 -1400 500 300 -1400 500
個人旅行の場合の大人１人あたり宿泊旅行総額 500 4800 2900 -1600 0 1200 1600 -900 -3900 1900 100 -5600 700
個人旅行の場合の大人１人あたり現地消費 200 2100 300 -1000 700 1400 1100 -900 -1600 300 600 -1600 400

※前年差プラスの上位5位までに緑の網掛け、マイナスの上位5位まで（同率含む）に黄色の網掛けをした （単位：円）
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不
安
感
が
高
い
の
は
60
歳
以
上
女
性

人
混
み
や
外
出
は
控
え
る
人
が
多
数

　新
型
コ
ロ
ナ
を
め
ぐ
る
状
況
は
日
々
変

化
し
て
い
て
、
人
々
の
気
持
ち
も
少
し
ず

つ
変
化
し
て
い
く
。
今
回
の
調
査
は
、
３

回
に
分
け
て
人
々
の
旅
行
に
対
す
る
意
識

を
追
う
こ
と
で
、
今
後
誰
が
、
い
つ
、
ど

ん
な
旅
行
に
行
く
可
能
性
が
あ
る
の
か
を

探
っ
た
。
な
お
、
調
査
を
行
っ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
は
表
１
を
参
照
の
う
え
、

得
ら
れ
た
結
果
が
こ
の
時
点
の
も
の
で
あ

る
こ
と
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　そ
も
そ
も
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
不
安
の

感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
濃
淡
が
あ
る
。
回

答
者
を
性
・
年
代
別
（
10
歳
刻
み
）に
分
け

て
不
安
度
を
見
た
と
こ
ろ
、
全
体
に
男
性

よ
り
女
性
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
多

い
（
図
１
）。
ま
た
当
初
は
比
較
的
不

安
度
の
低
か
っ
た
30
代
男
性
や
20
代

女
性
で
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
数
値

が
上
昇
。
最
終
的
に
は
男
性
の
約
８

割
、
女
性
の
９
割
以
上
が
不
安
を
感

じ
、
最
高
値
は
60
歳
以
上
女
性
、
最
低
値

は
20
代
男
性
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　な
お
不
安
の
中
身
は
「
効
果
的
な
ワ
ク

チ
ン
や
治
療
薬
が
な
い
」「
収
束
の
見
通

し
が
立
た
な
い
」「
感
染
力
が
強
い
」が
ト

ッ
プ
３
。
対
策
と
し
て
は
「
手
洗
い
」「
マ

ス
ク
の
着
用
」
を
中
心
に
、
第
３
回
に
か

け
て
「
人
混
み
に
行
か
な
い
」「
外
出
を
控

え
る
」「
外
食
を
控
え
る
」が
増
え
て
い
る
。

2
危機に負けない
地域の条件

特集

Part 

国
内
宿
泊
旅
行
需
要
の
変
化

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
旅
行
市
場
へ
の
影
響
」調
査
よ
り

３
月
ご
ろ
か
ら
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
国
内
旅
行
の
旅
行
者
数
は
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
？

３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
行
っ
た
調
査
を
も
と
に
、
こ
の
先
の
国
内
旅
行
の
可
能
性
を
考
え
て
い
く
。

□全国各地から人が集まることによ
りウイルス流入の危険が高いと思
う。人が多い観光地にはしばらく
行きたくない。（女性30代）
□実際遊びに行ってかかったとなっ
たら会社や世間からだいぶ非難さ
れそうで怖い。（女性40代）
□本当にソーシャルディスタンスが守
れるのか、それが一番懸念されます。
消毒やマスクは自分で用意出来ま
すが…（女性40代）
□知らない人と密になるのはいや。
（女性60歳以上）

フリーコメントより❶

 こんな不安で旅がしづらい

1月16日	 日本で最初の感染者を確認
1月28日	 武漢から帰国する日本人のチャ

ーター機第一便が出発、翌日朝
に羽田空港着

2月5日	 ダイヤモンド・プリンセス号の14
日間の隔離開始

2月11日	 WHOが新型コロナウイルス感
染症の正式名称を「COVID-

	 19」に決定
2月17日	 3月2日から全国の小学校・中学

校・高等学校・特別支援学校の一
斉臨時休校を要請する方針発表　　				　　　		

2月21日	 日本での感染者が100人を超える
3月11日	 WHOが世界での流行をパンデミ

ック相当と見解

3月21日	 ダイヤモンド・プリンセス号の感
染者を除く日本国内の累計感染
者数が1000人を超える

3月24日	 東京2020オリンピック・パラリン
ピックの開催を1年程度延期する
ことを発表

4月5日	 日本国内の累計死亡者数が100
人を超える

4月7日	 7都府県に「緊急事態宣言」を発令
4月16日	 7日に発令した緊急事態宣言の

対象地域を全都道府県に拡大
4月18日	 日本での感染者が1万人、死者数

は200人を超える
5月4日	 緊急事態宣言の期間を5月31日ま

で延長することを発表
5月14日	 39県について、緊急事態宣言を

解除決定

5月21日	 京都、大阪、兵庫の関西2府1県
について、緊急事態宣言を解除
決定

緊
急
事
態
宣
言
解
除
前
後
に
向
け
て

ウ
イ
ル
ス
へ
の
不
安
感
は
上
昇

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
を
受
け
、
今
後
の
旅
行
意
向
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
？

ま
ず
は
ど
ん
な
人
が
ど
の
よ
う
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
か
を
見
て
お
こ
う
。

ウイルスへの
不安

表1 新型コロナウイルス感染症に
 関する主な動きと
 調査実施のタイミング

第1回調査

第2回調査

第3回調査

図1 新型コロナウイルスに対する不安度の変化
 （不安・計 、性・年代別）

第1回調査 第2回調査 第3回調査

男性 女性
90

ー60歳以上
ー50代
ー40代
ー30代
ー20代

68.4
69.5

70.6
79.3

81.8

71.6

80.0
73.8

82.5
81.8

3月19日～20日

3月26日～27日

5月15日～16日

75.3

81.5

79.2
81.1

86.1

65

70

75

80

85

（%）

第1回調査 第2回調査 第3回調査

66.3
66.3

74.6

71.2
72.3

88.5

90.0

86.5
87.7

92.0

89.3

91.6
93.1

91.5

93.4
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旅行に行きたいけれど…
□コンビニのトイレが使えなくな

った事が気がかり。子供がいる
ので、急なトイレでコンビニの存
在は欠かせない。（女性40代）

□旅館のスタッフや自分たちはし
っかり予防策をしていても、ほ
かの利用者がしっかり予防策
をとっているのか不安を感じる。

（女性20代）

□地方の受け入れ態勢が不安。
快く出迎えて欲しい。（男性60
歳以上） 

□公共交通機関の混雑が予測が
つきにくいので、出かけるタイミ
ングが難しい。（女性 60歳以上） 

□予約をしてお金を前払いしたの
に、急に旅館やホテルが破産す
るんじゃないかと心配。（男性
30代）

やっぱりまだ行けない…
□家を一歩出ただけで、荷物が気

になり、前からくる人が気にな
りという具合に、気が休まる暇
がない。（中略）家が一番。（女
性 60歳以上）

□自粛が続く中で収入が減り、
（中略）正直旅行どころではな
い。（女性 60歳以上） 

対策はほどほどで十分
□身分証明書の提示が普及すると、

憚られる。そこまでするのもどう
かと思っている。（女性40代）

フリーコメントより❷

今思うのはこんなことです

「
行
き
た
い
」は
総
じ
て
増

20
代
男
性
は
と
く
に
積
極
的

　図
２
は
、
旅
行
計
画
の
有
無
と
今
後
ど

う
し
た
い
か
を
尋
ね
、
そ
の
回
答
を
、
第

２
回
（
３
月
下
旬
）
と
第
３
回
（
５
月
中

旬
）
で
比
較
す
る
形
で
ま
と
め
た
も
の
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
第
３
回
の
結
果
を
示
し
、
第
２

回
か
ら
の
増
減
を
カ
ッ
コ
書
き
で
示
し
た
。

　調
査
時
点
で
旅
行
の
「
予
定
あ
り
」
と

い
う
人
は
、
前
回
か
ら
０
・
５
ポ
イ
ン
ト

減
と
あ
ま
り
変
わ
り
は
な
い
が
、
大
き
く

増
え
た
の
が
「
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
（
い
）

（
13
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
）」「
延
期
し
た
（
い
）

（
８
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
）」
と
い
う
回
答
。

性
・
年
代
別
に
見
る
と
、「
キ
ャ
ン
セ
ル
」

に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
属
性
で
10
ポ

イ
ン
ト
以
上
増
、「
延
期
」に
つ
い
て
は
30

代
女
性
で
は
25
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
と
、
３

月
下
旬
よ
り
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
る
様

子
が
窺
え
る
。
一
方
、「
気
に
せ
ず
行
く
」

と
い
う
回
答
は
全
体
で
は
４
・
１
％
と
少

な
い
が
、
20
代
男
性
で
は
11
・
８
％
と
や

や
多
い
。

  「
予
定
な
し
」と
い
う
人
は
前
回
か
ら
11
・

８
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
が
、
そ
の
中
で
「
落

ち
着
い
た
ら
行
き
た
い
」
人
は
３
・
９
ポ

イ
ン
ト
増
え
て
54
・
２
％
に
。
性
・
年
代

別
で
は
30
代
男
女
と
50
代
男
性
で
約
６
割

に
上
っ
た
。
性
・
年
代
別
で
特
徴
的
な
の

は
、「
む
し
ろ
積
極
的
に
行
き
た
い
」
が
、

全
体
で
は
２
・
７
％
の
と
こ
ろ
20
代
男
性

で
は
９
・
５
％
で
あ
る
点
。
逆
に
60
代
女

性
で
は
、
全
体
で
は
43
・
１
％
の
「
し
ば

ら
く
行
く
つ
も
り
は
な
い
」
が
54
・
０
％

と
慎
重
さ
が
窺
え
た
。

 

「
も
と
も
と
行
き
た
い
と
思
わ
な
い
」
が

13
・
２
％
と
、
前
回
と
比
べ
て
３
分
の
２

程
度
に
な
っ
た
の
も
目
を
引
く
。
５
月
中

旬
の
段
階
で
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
、
延
期
は

増
え
た
が
、
行
き
た
い
気
持
ち
は
む
し
ろ

高
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　ち
な
み
に
、
同
じ
問
い
を
旅
行
頻
度
別

に
見
る
と
、
旅
行
頻
度
の
高
い
リ
ピ
ー
タ

ー
で
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
キ
ャ
ン
セ
ル
、

延
期
の
割
合
が
増
え
る
が
、「
落
ち
着
い

た
ら
行
き
た
い
」
割
合
は
ど
の
属
性
に
お

い
て
も
増
え
て
い
る
。
自
粛
生
活
が
長
く

な
る
に
つ
れ
、
旅
行
に
そ
れ
ほ
ど
積
極
的

で
な
い
人
に
ま
で
「
行
き
た
い
」
気
持
ち

が
芽
生
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

そ
う
だ
。

長
引
く
自
粛
生
活
に
伴
っ
て
旅
行
に

行
き
た
い
人
は
増
え
て
い
る
？

緊
急
事
態
宣
言
を
経
た
５
月
の
調
査
で
は
、
旅
行
を
自
粛
す
る
一
方
、

「
旅
行
に
行
き
た
い
」と
思
い
始
め
た
人
々
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

今後の
旅行意向

図2　今後の旅行の予定と意向（全体）

予定あり
22.2％（▲0.5）

キャンセル、
延期は
大幅に増加

予定なし
59.7％（+11.8）

もともと行きたいと思わない
13.2％（▲7.2）

わからない
4.8％（▲4.2）

むしろ積極的に
行きたい

2.7％（▲1.5）

気を付けて行く
7.4％（▲15.3）

落ち着いたら
行きたい

54.2％（+3.9）

気にせず行く
4.1％（▲7.6）

考え中
17.4％（+0.1）

延期した（い）
33.2％（+8.9）

キャンセルした（い）
37.9％（+13.9）

しばらく
行くつもりはない
43.1％（▲2.4）

旅行意向の低い人が減少

予定ありベース 予定なしベース

旅行をキャンセル・
延期する人は増えたものの、
潜在的な旅行需要は
むしろ底上げされている

可能性がある

予定はないが、
落ち着いたら

旅行に行きたい人が増加

調査名
新型コロナウイルス感染症の旅行市
場への影響

調査方法
インターネットによる調査

調査期間
第1回： 2020年3月19日（木）～
 2020年3月20日（金）
第2回： 2020年3月26日（木）～
 2020年3月27日（金）
第3回： 2020年5月15日（金）～
 2020年5月16日（土）

調査目的
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

（COVID-19）拡大の旅行業界への影
響度を旅行者の視点から測り、地域
および宿泊施設を主とした今後の回
復期に向けた具体的施策に役立てる

調査対象
○20歳以上のマクロミル会員モニタ
○性別および年代（20～30代／40
～50代／60歳以上）による均等割付
を実施

サンプル数
1,652件

本調査の概要
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2020年
の夏休み
（7月中旬～
8月頃）前
まで（％）

2020年
の夏休み
（7月中旬～
8月頃）中
（％）

2020年
秋～年末
頃まで
（％）

2021年
以降
（％）

わからない・
感染
状況による
（％）

全体（n=1434） 6.2 10.3 26.2 23.8 44.6
男性・計（n=705） 8.7 13.6 31.8 24.8 36.2
20代（n=70） 17.1 20.0 28.6 15.7 34.3
30代（n=170） 7.6 14.7 33.5 31.2 38.2
40代（n=104） 5.8 14.4 27.9 18.3 43.3
50代（n=127） 7.9 13.4 26.0 24.4 40.2
60歳以上（n=234） 8.5 10.7 36.3 26.1 29.9
女性・計（n=729） 3.8 7.1 20.9 22.9 52.7
20代（n=109） 4.6 15.6 22.0 33.0 42.2
30代（n=136） 2.2 7.4 19.9 22.8 55.9
40代（n=143） 4.9 7.0 14.7 25.9 55.9
50代（n=101） 5.9 7.9 32.7 15.8 44.6
60歳以上（n=240） 2.9 2.9 19.6 19.6 57.1

年3回以上（n=277） 15.9 21.7 34.3 20.6 33.6
年2回（n=287） 5.2 13.2 37.6 18.8 36.2
年1回（n=475） 4.6 7.2 27.2 29.9 40.2
ほとんど行かない（n=395） 2.0 4.1 11.1 22.5 63.5

女
性
を
中
心
に
再
開
時
期
を

決
め
か
ね
て
い
る
人
は
多
い

 

「
行
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
も

の
の
、「
い
つ
行
き
た
い
か
」と
の
問
い
に

は
、
全
体
の
半
数
近
く
が
「
わ
か
ら
な
い
・

感
染
状
況
に
よ
る
」と
回
答
（
表
２
）。
と

く
に
女
性
に
態
度
保
留
が
多
く
、
収
束
宣

言
次
第
で
一
気
に
動
く
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
と
は
い
え
、
再
開
時
期
が
遅
く
な
る
可

能
性
は
高
い
。
早
め
の
旅
行
意
向
を
示
し

た
の
は
、
性
・
年
代
別
で
は
20
代
男
性
、
旅

行
頻
度
別
で
は
年
３
回
以
上
の
旅
行
リ
ピ

ー
タ
ー
層
。
当
面
は
こ
う
し
た
層
を
対
象

に
、with

コ
ロ
ナ
早
期
の
旅
行
を
提
案
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

早
期
の
動
き
が
期
待
で
き
る
と

す
れ
ば
若
年
男
性
と
リ
ピ
ー
タ
ー

自
粛
明
け
直
後
、
早
期
の
誘
客
で
狙
う
べ
き
は
、

「
早
く
旅
行
を
再
開
し
た
い
」と
考
え
て
い
る
層
だ
。

旅行
再開時期

■全体より10ポイント以上高いもの
■全体より５ポイント以上高いもの

■全体より10ポイント以上低いもの
■全体より5ポイント以上低いもの	

女
性
・
年
代
別

男
性
・
年
代
別

頻
度
別

表2　希望する国内宿泊旅行の時期（旅行意向のある人、複数回答）

当
面
は
「
コ
ロ
ナ
時
代
」を
意
識
し
た

特
別
な
ニ
ー
ズ
が
中
心
に

時
期
に
よ
っ
て
変
化
す
る
、
コ
ロ
ナ
後
に「
し
た
い
旅
行
」。

い
つ
頃
、
ど
ん
な
旅
行
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
を
見
て
い
こ
う
。

Wirh
コロナの
旅行
スタイル

旅
行
再
開
最
初
期
に
は

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
旅
行
に
ニ
ー
ズ
あ
り

　図
３
は
、「
行
く
と
し
た
ら
ど
の
よ
う

な
旅
行
目
的
を
考
え
て
い
る
か
」
を
時
期

別
に
尋
ね
た
結
果
だ
。
時
期
の
設
定
は
５

月
の
調
査
段
階
で
の
も
の
だ
が
、
旅
行
を

再
開
す
る
場
合
に
「
ど
の
よ
う
な
段
階
で

何
目
的
の
旅
行
を
し
た
い
か
」
と
い
う
意

味
だ
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
「
宿
」「
温
泉
」

「
食
」は
全
体
的
に
人
気
だ
が
、
最
初
期
に

あ
た
る
「
夏
休
み
前
ま
で
」
に
限
る
と
、

「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
や
「
ま
ち
あ
る
き
・
都
市

散
策
」
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
旅
行
の
需
要

が
平
常
時
よ
り
高
い
。
こ
の
時
期
を
旅
行

実
施
の
候
補
に
し
て
い
る
人
に
20
代
男
性

が
多
い
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
こ
う

し
た
傾
向
は
一
時
的
で
、
夏
休
み
中
に
な

る
と
「
温
泉
や
露
天
風
呂
」「
テ
ー
マ
パ
ー

ク
」
と
い
っ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
需
要
の
高
い

目
的
が
増
え
、
そ
の
後
、「
温
泉
」「
食
」

情報開示をしてほしい
□宿泊施設予約時に、想定混
雑や、宿泊時にどれだけの濃
厚接触のタイミングがあるか
など（食事のテーブル間隔、
チェックアウトの時差など）
事前に想定が分かると安心
できます。（女性30代）	

予約対応を柔軟に！
□直前でも予約出来るようにし
てほしい。コロナの影響で状
況も変わりやすいので予約し
ても行けなくなる可能性もあ
る。キャンセル料がかからな
いでくれると予約もしやすい。
（女性20代）	

温泉には入りたいけれど…
□各部屋に浴室があるところ
を選定したい。また食事はバ
イキング形式は心配なので、
各個室でいただくことを希望
したい。（男性60歳以上）

ちゃんとリラックスしたいです
□旅行先で従業員の方があま
りにも、マスクや手袋や消毒
液を持っているとこちらが不
安になるし、楽しみたい気持
ちが冷めてしまう。ちゃんと
実行してると貼り紙でよいと
思う。難しいと思うが見えな
いところで徹底してほしい。
（男性40代）	

トラブル対応態勢があると安心
□旅行先で体調不良になった
場合の病院探しが大変そう
なので、現地での病院の案内
が分かりやすく提示されてい
ればよいと思う。（女性60歳
以上）	

いい移動手段ありませんか？
□感染を気にせずに移動でき
る手段が自家用車以外にあ
ると旅行に行けるんだと思う。
（男性60歳以上）	

フリーコメントより❸

旅行業界にお願いしたいこと
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居住地の都道府県内の
旅行

近隣（隣接）県よりも
遠い地域への旅行

地方部

空いているところ

自家用車で移動する旅行

飛行機で移動する旅行

キャンプやゴルフなど、
屋外での活動が中心の旅行

居住都道府県の近隣
（隣接）県への旅行

感染者の少ない旅行先

都市部

安く行けるところ

電車で移動する旅行

バスで移動する旅行

海や山などでのリゾート
ホテル滞在

宿泊施設にとどまりあまり
外を出歩かない旅行

温泉宿に泊まる

宿でのんびり過ごす

温泉や露天風呂

地元の美味しいものを
食べる

花見や紅葉などの
自然観賞

テーマパーク（遊園地、
動物園、博物館など）

名所、旧跡の観光

買い物、アウトレット

お祭りやイベントへの
参加・見物

各種体験
（手作り、果物狩りなど）

スポーツ観戦や芸術鑑賞
（コンサート等）

スキー・スノボ、
マリンスポーツ

帰省も兼ねて

アウトドア
（海水浴、釣り、登山など）

その他スポーツ
（ゴルフ、テニスなど）

その他

まちあるき、都市散策

友人・親戚を訪ねる

ドライブ・ツーリング

図3	希望する国内宿泊旅行の目的
	 （旅行意向のある人、期間別、複数回答）
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■2021年以降（n=342）
■参考　じゃらん宿泊旅行調査2020

図4		希望する旅行スタイル
	 （旅行意向のある人、期間別、一部抜粋）
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■2020年秋～年末頃まで （n=376）
■2021年以降（n=342）
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「
買
い
物
」
な
ど
の
従
来
の
人
気
コ
ン
テ

ン
ツ
が
復
活
す
る
。

 

「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
２
０
２
０
」

の
デ
ー
タ
と
比
べ
て
み
る
と
、
全
体
に
よ

り
強
く
出
て
い
る
の
が
「
温
泉
」「
自
然
観

賞
」「
ア
ウ
ト
ド
ア
」「
ド
ラ
イ
ブ
」な
ど
の

ニ
ー
ズ
。
巣
ご
も
り
生
活
の
反
動
で
外
の

風
景
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
国
内
旅
行
の

王
道
と
も
言
う
べ
き
温
泉
に
心
惹
か
れ
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

一
時
的
な
現
象
で
終
わ
り
そ
う
？

　図
４
は
「
ど
の
よ
う
な
旅
行
に
行
き
た

い
か
」を
時
期
別
に
尋
ね
た
結
果
。ま
ず
人

と
の
接
触
が
少
な
そ
う
な
「
宿
泊
施
設
に

と
ど
ま
り
あ
ま
り
外
を
出
歩
か
な
い
旅

行
」
だ
が
、
需
要
は
夏
休
み
ま
で
で
秋
口

以
降
は
低
下
。
反
面
、
公
共
交
通
機
関
を

使
わ
ず
に
移
動
で
き
る
「
自
家
用
車
」
の

需
要
は
時
期
を
問
わ
ず
５
割
超
と
高
い
。

「
居
住
地
の
都
道
府
県
内
の
旅
行
」も
最
初

は
32
・
６
％
と
人
気
だ
が
、
夏
休
み
に
入

る
と
一
気
に
減
少
。
い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」へ
の
動
き
は
瞬
間
的
で
、

旅
先
は
す
ぐ
に
近
隣
県
へ
と
拡
大
し
そ
う

だ
。
同
時
に
、
夏
休
み
以
降
は
「
地
方
部
」

へ
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
、「
都
市
部
」も
若
干

回
復
。「
居
住
都
道
府
県
の
近
隣
」は
一
度

は
需
要
が
下
が
る
も
の
の
、
一
定
の
ニ
ー

ズ
は
残
る
。

３
密
回
避
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が

定
着
す
る
か
ど
う
か
に
も
注
目

　調
査
実
施
時
点
の
結
果
か
ら
言
え
ば
、

本
格
的
に
旅
行
需
要
が
戻
る
の
は
20
年
の

秋
以
降
。
実
際
は
、
調
査
実
施
後
の
感
染

再
拡
大
も
あ
り
、
回
復
は
も
う
少
し
あ
と

に
な
り
そ
う
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま

ず
は
若
年
層
か
ら
需
要
が
戻
り
、
次
に
フ

ァ
ミ
リ
ー
層
を
含
む
ミ
ド
ル
層
、
そ
し
て

最
後
に
シ
ニ
ア
層
が
戻
っ
た
頃
に
よ
う
や

く
、
従
来
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
復
活
す
る

流
れ
（
図
５
）に
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
ん
な
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
世
の
中
で
長
期
的
に
注
視
す
べ
き

は
、
３
密
回
避
に
も
つ
な
が
る
「
ア
ウ
ト

ド
ア
」「
ド
ラ
イ
ブ
」「
自
然
観
賞
」な
ど
の

キ
ー
ワ
ー
ド
。
旅
行
の
回
復
期
に
は
、
ニ

ー
ズ
の
高
そ
う
な
こ
れ
ら
の
ス
タ
イ
ル
に

と
く
に
注
目
し
た
い
。

　同
時
に
ま
ず
は
、
戻
っ
て
き
た
旅
行

者
に
対
し
て
、
基
本
的
な
対
策
に
努
め

る
こ
と
だ
。
旅
行
者
が
求
め
る
こ
と
（
表

３
）
や
、
各
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
コ
メ
ン

ト
を
参
考
に
取
り
組
ん
で
み
て
い
た
だ

き
た
い
。

本
格
的
な
回
復
は
来
年
以
降

時
期
ご
と
の
旅
行
者
を

意
識
し
た
対
応
を

まとめ

4

従業員がマスク・消毒を徹底して行っている 54.5 
各部屋やスペースごとに消毒用アルコールがある 40.9 
従業員の安全対策が、
施設内・HPに掲載され、徹底している 36.3 

従業員に検温を行っている 34.7 
共用スペースに消毒液が配置されている 34.0 
一日に数回、施設内の消毒作業を行っている 32.0 
入館・入場人数に制限を設けている 31.0 
並ぶ際にソーシャル・ディスタンスが守られている 30.1 
完全予約制で混雑が回避されている 29.7 
ロビーやレストランなどのパブリックスペースで
十分な距離を取っている 28.0 

屋外型施設に求めること（n=1,434）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

従業員がマスク・消毒を徹底して行っている 55.5 
各部屋やスペースごとに消毒用アルコールがある 46.2 
共用スペースに消毒液が配置されている 36.1 
従業員の安全対策が、
施設内・HPに掲載され、徹底している 35.2 

一日に数回換気を行っている 34.8 
従業員に検温を行っている 34.2 
一日に数回、施設内の消毒作業を行っている 32.8 
完全予約制で混雑が回避されている 31.1 
入館・入場人数に制限を設けている 29.3 
個室での食事 29.2 

屋内型施設に求めること（n=1,434）

1

2

3

5

6

7

8

9

10

宿泊施設に求めること（n=1,434）

1

2

3

4

5

5

7

8

9

10

表3　施設に要望すること（具体的な衛生対応について）上位10項目

■従業員に関すること
■施設に関すること

■食事に関すること
■部屋に関すること

従業員がマスク・消毒を徹底して行っている 56.7 
部屋の備品（TVチャンネルや充電器など）まで
チェックイン前に、消毒がされている 45.6 

個室での食事 43.8 
各部屋やスペースごとに消毒用アルコールがある 42.5 
下駄や館内スリッパ等、
共用物の消毒が徹底されている 40.3 

従業員の安全対策が、
施設内・HPに掲載され、徹底している 40.3 

一日に数回換気を行っている 37.9 
共用スペースに消毒液が配置されている 37.7 
従業員に検温を行っている 35.1 
チェックイン、チェックアウト時に
混雑しないよう対策を取っている 33.7 

（%）（%）（%）

※時期については5月中旬の調査時点のものであり、その後の感染再拡大の影響は含まれていない。

若年層中心

3密対策
アクティブな野外中心旅、あ
るいは宿におこもりする2パ
タンに分かれる。都道府県
内中心のマイクロツーリズム

ファミリー需要高

混雑回避
食＋宿に加えて、テーマパー
クが需要増
都道府県内への旅行需要の
低下

シニア需要に戻り

本格的な需要回復
宿のおこもり旅需要が減り、
従来の旅行スタイルが戻り
始める

慎重派の需要戻る

完全回復期
テーマパーク、買い物、街歩
き、食べ歩きなど従来の旅行
需要の本格的な回復
遠方の旅行需要が高まる        

2020年夏休み前 県内旅行中心

2020年夏休み中 近隣県へ

2020年秋～年末 徐々に遠方へ

2021年以降

図5  調査結果から得られた国内宿泊旅行市場  今後1年間の需要回復シナリオ
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新
た
な
時
代
へ
の

対
策
事
例

3
危機に負けない
地域の条件

感染リスクを
踏まえた

特集

Part 

調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
カ
ス
タ
マ
ー
の
旅
行
へ
の
意
識
。

春
休
み
に
続
き
Ｇ
Ｗ
と
、
本
来
で
あ
れ
ば
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
入
れ
て
い
た
は
ず
の
地
域
で
は
、

こ
の
間
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
っ
た
の
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら
ず
、

自
然
災
害
と
は
無
縁
に
な
れ
な
い
日
本
。
こ
れ
ま
で
の
教
訓
か
ら
も
、

今
回
の
経
験
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
は
大
き
い
。
３
密
回
避
の
先
に
あ
る
、
そ
の
対
策
を
共
有
し
て
い
こ
う
。

先
が
見
え
な
い
状
況
の
中
で
の

次
に
繋
が
る
数
々
の
動
き

　休
業
に
よ
り
で
き
た
時
間
は
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
た
か
。
一
部
地
域
の
災

害
で
は
な
く
、
世
界
的
規
模
で
、
近
年
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
状
況
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
。
事
業
者
に
と
っ

て
気
に
な
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
消
費
者

の
動
向
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
応
え
る
形
で
早

い
段
階
で
の
意
識
調
査
を
実
施
し
た
団
体

が
あ
る
。
熊
本
県
内
の
観
光
協
会
有
志
で

作
る
熊
本
県
観
光
協
会
連
絡
会
議
で
は
、

５
月
末
〜
６
月
初
め
に
か
け
て
行
っ
た
全

国
の
消
費
者
に
対
し
て
の
調
査
を
６
月
上

旬
に
は
リ
リ
ー
ス
。
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を
専

門
と
す
る
大
学
教
授
の
考
察
も
入
れ
、
事

業
者
が
今
後
の
対
策
を
考
え
る
上
で
の
ひ

と
つ
の
指
針
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

提
供
し
た
。
さ
ら
に
県
内
の
中
間
支
援
組

織
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
を
実
施
。

熊
本
地
震
で
は
、
同
じ
県
内
で
も
横
の
繋

が
り
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
が
反
省

点
と
し
て
あ
り
、
勉
強
会
を
通
じ
て
色
々

な
人
々
の
集
合
知
を
増
や
し
、
未
曾
有
の

事
態
に
県
全
体
で
良
く
な
っ
て
い
く
動
き

が
必
要
と
感
じ
て
の
こ
と
と
い
う
。
勉
強

会
と
い
っ
て
も
今
さ
ら
聞
け
な
い
と
思
わ

れ
る
課
題
か
ら
、
映
え
る
写
真
の
撮
り
方

ま
で
、
こ
の
機
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
慣
れ
な

が
ら
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
満
足
度
の
高

い
機
会
を
提
供
で
き
た
よ
う
だ
。

 “
繋
が
り
”と
い
う
点
で
は
、施
設
単
位
で

も
、
顧
客
と
の
距
離
感
を
保
つ
た
め
に

個
々
の
取
り
組
み
が
成
さ
れ
た
。
長
野
県

の
白
馬
ハ
イ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
は
、
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
手
作
り
動
画
を
制
作
し
、
５

月
上
旬
にY

ou
T

u
b

e

で
配
信
。
多
く
の

観
光
客
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
今
年
の
春
の

阿蘇広域観光連盟、天草宝島観光協会、宇城市観光物産
協会、人吉温泉観光協会、平山温泉観光協会

□「第２回 新型コロナウイルス感染症
　収束後の旅行・観光に関する意識調査」
　（全国版・一般消費者向け）実施

調査日／2020年5月31日〜6月２日
有効回答数／3041件
調査報告書には東海大学観光ビジネス学科　小林寛
子教授（エコツーリズム研究室）による考察付き

□オンライン勉強会の開催
実施した調査結果や、コロナの陰に隠れて見落とされが
ちな基本情報なども共有。観光協会などの中間支援組
織向け4回、事業者向け１回。

□動画「2020年春 ハイランドから
　あなたへ」を5月10日YouTubeで配信
翌11日にはHPのブログにもアップ。「古くて小さなホテ
ルなので設備以外のところで返せることを大切にしてい
る」とのことで、ピアノやギター演奏や動画編集も全てス
タッフが担当し、アットホーム感あふれる内容になってい
る。

熊本県観光協会連絡会議

白馬姫川温泉
白馬ハイランドホテル（長野県）

の取り組み

の取り組み
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白
馬
の
風
景
や
ス
タ
ッ
フ
の
元
気
な
様
子

を
収
め
、
安
心
感
と
と
も
に
、
収
束
後
に

は
訪
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
抱
か
せ
る

作
り
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
安
心

感
と
い
う
点
で
は
各
施
設
が
３
密
回
避
の

方
針
を
し
っ
か
り
と
打
ち
出
し
て
い
た
が
、

一
歩
踏
み
込
ん
で
食
事
提
供
方
法
へ
の
こ

だ
わ
り
を
発
信
し
た
施
設
も
あ
る
。
全
国

85
店
舗
を
展
開
す
る
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
ホ
テ
ル
、
ド
ー
ミ
ー
イ
ン
で
は
朝
食
の

提
供
方
法
を
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
か
ら
変
更
。

さ
ら
に
部
屋
で
食
べ
た
い
と
い
う
要
望
に

応
え
、
一
部
の
店
舗
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
。
多
品
種
を
詰
め
合
わ
せ

る
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
、
適
温
に
こ
だ
わ

っ
た
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
を
模
索

し
な
が
ら
開
発
す
る
様
子
を
自
社
サ
イ
ト

で
伝
え
た
。
休
業
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
縮

小
な
ど
、
否
応
な
く
足
並
み
が
揃
う
形
に

な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
が
、
情
報
発
信

の
内
容
で
施
設
の
持
つ
個
性
や
温
度
の
伝

わ
り
方
は
異
な
っ
て
く
る
も
の
だ
。

動
け
な
い
人
々
の
心
を
動
か
す

オ
ン
ラ
イ
ン
の
新
た
な
試
み
も

　外
出
も
自
粛
さ
れ
る
中
で
E
C
の
利
用

が
急
増
。
動
け
な
い
状
況
の
中
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
観
光
や
オ
ン
ラ
イ
ン
宿
泊
体
験
も

登
場
し
た
。
継
続
的
な
運
営
と
い
う
面
で

は
課
題
も
残
る
が
、
自
宅
に
い
な
が
ら
で

き
る
旅
気
分
の
体
験
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
消

費
者
行
動
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ

す
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
中
で
、
よ

り
リ
ア
ル
な
感
動
を
体
験
出
来
る
オ
ン
ラ

イ
ン
観
光
が
話
題
を
呼
ん
だ
。

　生
ま
ぐ
ろ
の
水
揚
げ
量
日
本
一
を
誇
る

勝
浦
漁
港
の
地
元
、
那
智
勝
浦
観
光
機
構

に
よ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
生
ま
ぐ
ろ
ツ
ア

ー
」
は
、
ツ
ア
ー
前
日
に
参
加
者
の
自
宅

へ
生
ま
ぐ
ろ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
旅
の
し
お
り

等
が
送
ら
れ
て
く
る
。
当
日
は
テ
ー
ブ
ル

に
パ
ソ
コ
ン
、
そ
の
前
に
ま
な
板
や
包
丁

な
ど
を
セ
ッ
ト
し
て
、
ツ
ア
ー
の
開
始
を

待
つ
。
生
ま
ぐ
ろ
の
基
本
的
な
知
識
、
味

わ
う
た
め
の
特
産
の
醤
油
や
塩
な
ど
に
つ

い
て
楽
し
く
学
ん
だ
後
に
、
プ
ロ
に
お
い

し
い
生
ま
ぐ
ろ
の
切
り
方
を
伝
授
し
て
も

ら
う
と
い
う
趣
向
だ
。
離
れ
て
い
て
も
感

じ
る
那
智
勝
浦
や
ツ
ア
ー
参
加
者
た
ち
と

の
空
気
感
。
購
入
し
た
特
産
品
を
自
宅
で

食
べ
る
だ
け
で
は
味
わ
え
な
い
、
凝
っ
た

仕
掛
け
の
ツ
ア
ー
に
な
っ
た
。

　た
だ
、
目
的
は
こ
の
ツ
ア
ー
で
の
収
益

で
は
な
く
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
の
来
町

促
進
。
災
害
な
ど
の
非
常
時
は
様
子
を
見

が
ち
に
な
り
、
派
手
な
動
き
は
控
え
る
傾

向
に
な
る
。
非
常
時
に
思
い
つ
く
こ
と
は
、

遅
か
れ
早
か
れ
他
の
事
業
者
や
自
治
体
も

や
が
て
は
思
い
つ
く
こ
と
。
い
い
物
を
発

信
す
る
の
で
あ
れ
ば
誤
解
を
恐
れ
ず
「
一

番
に
始
め
る
」
こ
と
が
大
切
と
の
姿
勢
で
、

数
々
の
メ
デ
ィ
ア
に
紹
介
さ
れ
、
７
月
に

は
２
回
目
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　訪
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と
で
動
か
な
い

商
品
が
出
て
く
る
。
そ
れ
を
た
だ
売
る
だ

け
で
は
な
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
付
け
れ
ば
モ

ノ
に
価
値
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。
そ
し
て
ス

ト
ー
リ
ー
に
共
感
す
れ
ば
、
モ
ノ
が
消
費

さ
れ
た
あ
と
で
も
フ
ァ
ン
と
な
り
地
域
と

の
繋
が
り
が
で
き
る
。
非
常
時
で
あ
っ
て

も
一
貫
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
ブ
レ
ず
に
臨

ん
だ
が
故
の
成
功
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

□朝食テイクアウトメニューの開発と
　オンラインショップ
　DOMINISTOREでの発信
５月20日からドーミーイン神田Premiumでスタート。和
食と洋食をバランスよく詰め、保温容器に入れたご飯と
お味噌汁に、ドーミーインこだわりのご当地メニューをセ
ット。写真の神田Premiumのご当地メニューは「揚げた
て茹でたて天ぷらそば」。手間がかかるため一部店舗で１
日限定５食。神田店は７月末で終了。

□オンライン生まぐろツアーの開催
第１回は６月13日（土）、第２回は７月５日（日）に実施。定
員は各回30名（2回とも20名募集を途中で30名に増席
し、完売）。いずれも夕方から開催し、夕食時に終了する
という行き届いた設定。

□ツアー参加者による
　Facebookでのコミュニティを作り、
　那智勝浦の様々な情報を発信

共立メンテナンス
ドーミーイン

那智勝浦観光機構（和歌山県）

の取り組み

の取り組み



を
、
気
分
だ
け
で
も
堪
能
し
な
が
ら
食
べ

て
欲
し
い
と
の
趣
向
だ
。
さ
ら
に
天
童
温

泉
で
使
え
る
割
引
券
も
同
封
。「
ま
っ
た

く
同
じ
も
の
を
販
売
す
る
の
な
ら
直
販
で

購
入
し
た
方
が
い
い
。
こ
の
商
品
に
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｃ
と
し
て
天
童
温
泉
へ
来
て
欲
し
い

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
い
ま
す
。
サ
イ

ト
か
ら
は
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
に
共
感

し
て
下
さ
る
方
も
購
入
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」。
た
だ
こ
の
支
援
だ
け
で
は
ま

だ
局
地
的
。
旅
館
が
稼
働
し
な
け
れ
ば
料

理
の
提
供
が
な
く
、
地
元
農
作
物
の
消
費

量
は
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
。
そ
こ
で
天
童

の
農
業
を
支
え
な
が
ら
温
泉
に
人
を
呼
ぶ

地
域
の
人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
を

従
業
員
が
体
験
す
る
き
っ
か
け
に

　天
童
市
は
山
形
県
有
数
の
さ
く
ら
ん
ぼ

の
産
地
。
県
内
最
大
級
の
観
光
農
園
で
あ

る
王
将
果
樹
園
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
例
年
5
月

下
旬
か
ら
始
ま
る
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
今

年
は
す
べ
て
中
止
と
し
た
。
時
期
が
来
れ

ば
収
穫
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
元
々
は

観
光
客
向
け
の
た
め
生
産
量
も
多
く
人
手

が
足
り
な
い
。
相
談
を
受
け
た
Ｄ
Ｍ
Ｃ
天

童
温
泉
で
は
、
休
業
中
の
地
元
の
旅
館
に

話
を
持
ち
か
け
た
。
長
い
自
宅
待
機
と
い

う
時
間
の
中
で
、
仕
事
感
の
鈍
り
や
ス
ト

レ
ス
解
消
に
も
な
る
上
に
、
副
業
と
し
て

収
入
に
も
な
る
。
連
携
は
順
調
に
進
み
、

収
穫
は
終
了
。
し
か
し
た
だ
の
人
材
シ
ェ

ア
に
終
わ
ら
な
い
副
産
物
も
生
ま
れ
た
。

「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
地
域
の
人
気
コ
ン

テ
ン
ツ
で
す
が
、
旅
館
も
繁
忙
期
な
の
で

実
際
に
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
従
業
員
も

多
い
。
宿
の
夕
食
時
に
お
客
様
か
ら
質
問

さ
れ
、
こ
ち
ら
に
問
い
合
わ
せ
が
入
る
こ

と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
」（
D
M
C
天
童
温

泉
旅
行
事
業
課
リ
ー
ダ
ー

　鈴
木
誠
人
さ

ん
。
以
下
同
）。
思
わ
ぬ
休
業
に
よ
り
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
を
体
験
。
そ
の
知
識
を
本
業

に
活
か
せ
る
副
業
と
な
っ
た
。

中
止
と
な
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を

自
宅
で
感
じ
ら
れ
る
E
C
商
品

　収
穫
し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
は
王
将
果
樹
園

ほ
か
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
天
童
温
泉
の
サ
イ
ト
で
も

販
売
。
こ
こ
で
独
自
の
仕
掛
け
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
Ｄ
Ｍ
Ｃ
ら
し
い
商
品
に
仕
立

て
た
。
さ
く
ら
ん
ぼ
と
と
も
に
同
封
す
る

お
礼
状
の
中
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込

む
と
、
流
れ
る
の
は
今
年
の
初
夏
の
収
穫

風
景
。
叶
わ
な
か
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

と
い
う
、
広
い
面
で
の
仕
掛
け
も
打
ち
出

し
た
。

農
業
を
応
援
し
、
着
地
型
商
品
を
増
発
。

宿
泊
客
を
呼
び
込
む
数
々
の
動
き
へ

　７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
天
童
温
泉

泊
ま
っ
て
農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
天
童

市
、
Ｊ
Ａ
て
ん
ど
う
、
天
童
温
泉
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
る
、
宿
泊
で
農
業
を

応
援
し
て
も
ら
う
企
画
。
天
童
温
泉
に
宿

泊
す
れ
ば
１
人
に
付
き
５
０
０
０
円
相
当

の
好
き
な
農
作
物
が
付
い
て
く
る
。
選
ん

だ
品
物
は
旬
の
時
期
に
自
宅
に
届
け
ら
れ

る
と
い
う
も
の
だ
（
プ
ラ
ン
は
先
着
１
０

休
業
中
の
旅
館
従
業
員
が

人
手
不
足
の
観
光
農
園
で
さ
く
ら
ん
ぼ
を
収
穫

D
M
C
天
童
温
泉
（
山
形
県
）

地
域
の
中
で
人
材
を
シ
ェ
ア

連
携
プ
レ
ー
が
生
み
出
す
も
の
と
は

同
じ
エ
リ
ア
に
い
て
も
、
意
外
と
少
な
い
他
業
種
と
の
つ
な
が
り
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
殊
な
状
況
の
中
で
、
人
材
を
シ
ェ
ア
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
関
係
が
、
地
域
の
新
し
い
動
き
を
生
み
出
し
て
い
る
。

感
染
の
収
束
が
前
提
と
な
る
が
、
戦
略
に
繋
が
る
事
例
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

□さくらんぼ収穫の人材シェア
　（王将果樹園×天童温泉）の
　連携とDMC商品としての
　EC販売
□「天童温泉泊まって農援
　キャンペーン」販売
□着地型商品の大量造成
さくらんぼがきっかけとなった連携。「秋
口には本業の旅館が忙しくなってもらわ
ないと困りますが、空き時間に収穫を手
伝うなど、フレキシブルな働き方もこれか
らできそうです」

DMC天童温泉
の取り組み

新たな時代への
対策事例

困った時には
助け合い

感染リスクを
踏まえた
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０
０
名
に
11
月
末
ま
で
販
売
）。「
そ
う
は

言
っ
て
も
や
が
て
は
応
援
疲
れ
も
出
て
く

る
と
思
う
の
で
、
８
月
末
か
ら
は
半
年
間

で
計
１
０
０
本
を
目
標
に
着
地
型
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
す
」。
こ
れ
ま
で
も
山
形
な

ら
で
は
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
き
て
い
る
。

「
で
も
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
出
し
て
も
イ
ン

パ
ク
ト
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は

ラ
イ
バ
ル
は
全
国
。
ど
こ
ま
で
山
形
県
に

集
客
で
き
る
か
。
山
形
だ
か
ら
こ
そ
の
体

験
や
ツ
ア
ー
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
勝
負

し
ま
す
」。

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
で
、

元
気
も
一
緒
に
届
け
る
企
画
に

　栃
木
県
旅
館
ホ
テ
ル
若
旦
那
の
会
で
、

県
内
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携
し
、

何
か
の
形
で
貢
献
で
き
な
い
か
と
い
う
話

が
出
た
の
が
２
月
中
旬
。
国
内
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は
日
を
追
う
ご

と
に
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
早
期
終
息

を
狙
っ
て
の
学
校
休
校
要
請
な
ど
は
ま
だ

こ
れ
か
ら
と
い
う
時
期
だ
。「
東
日
本
大

震
災
の
時
の
様
子
か
ら
、
ア
ー
ト
や
ス
ポ

ー
ツ
の
力
が
復
興
の
の
ろ
し
に
な
る
も
の

だ
と
い
う
意
識
が
み
ん
な
の
中
に
あ
り
ま

し
た
」（
山
水
閣
社
長

　片
岡
孝
夫
さ
ん
。

以
下
同
）。
実
は
栃
木
県
内
に
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
チ
ー
ム
が
7
つ
も
あ
る
こ
と
を
、
片

岡
さ
ん
は
こ
の
時
に
知
っ
た
と
い
う
。

　若
旦
那
の
会
単
独
で
も
3
月
19
日
か
ら

県
内
22
の
施
設
で
、
５
０
０
円
で
日
帰
り

入
浴
が
で
き
る
企
画
を
実
施
。「
不
安
の

中
で
過
ご
し
て
い
る
の
で
温
泉
で
心
も
体

も
あ
っ
た
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か

ら
始
ま
り
好
評
を
得
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
り
休
止
と
な
る
。
再
開
の
目
途
が

立
た
な
い
状
況
の
中
で
あ
っ
た
が
、
貢
献

し
た
い
と
い
う
こ
の
思
い
を
活
か
す
べ
く
、

考
え
つ
い
た
の
が
「
源
泉
デ
リ
バ
リ
ー
」。

「
地
元
も
中
央
の
メ
デ
ィ
ア
も
連
日
、
元

気
の
な
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
元
気
も
届
け
る

企
画
に
し
ま
し
た
」。
玄
関
先
に
湧
い
て

い
る
た
め
対
応
し
や
す
い
湯
守
田
中
屋
の

源
泉
を
、
那
須
ブ
ラ
ー
ゼ
ン
が
配
達
す
る

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
他
の
チ
ー
ム
に

も
声
が
け
を
し
、
５
月
21
日
か
ら
は
県
全

体
に
広
げ
て
い
っ
た
。

予
約
受
付
も
ポ
リ
タ
ン
ク
購
入
も

チ
ー
ム
が
負
担
し
、
配
送

　と
こ
ろ
で
源
泉
は
温
泉
施
設
を
営
業
し

て
い
れ
ば
デ
リ
バ
リ
ー
を
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
新
た
に
許
可
が
必
要
な
た
め
、

保
健
所
へ
は
協
賛
す
る
各
宿
が
自
費
で
申

請
。
ま
た
デ
リ
バ
リ
ー
に
使
う
ポ
リ
タ
ン

ク
は
チ
ー
ム
が
こ
れ
も
自
費
で
購
入
。
１

家
庭
に
運
ぶ
の
は
１
４
０
〜
２
０
０
リ
ッ

ト
ル
。
50
度
前
後
を
保
て
る
よ
う
に
保
温

シ
ー
ト
を
か
け
、
時
間
も
考
え
て
配
達
を

行
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
予
約
を
受
け
付
け

る
の
も
チ
ー
ム
が
担
当
。「
選
手
た
ち
に

と
っ
て
は
、
レ
ー
ス
や
試
合
が
な
い
中
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
保
で
き
、
何
よ
り

自
分
た
ち
の
元
気
な
顔
を
見
て
も
ら
い
な

が
ら
、
日
頃
活
動
し
て
い
る
地
域
に
恩
返

し
を
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
ね
」。

リ※

ー
グ
は
開
幕
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

満
席
に
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。
こ
の
後

も
形
を
変
え
て
の
連
携
を
考
え
て
い
く
と

の
こ
と
。「
今
回
の
デ
リ
バ
リ
ー
を
通
し
て
、

フ
ァ
ン
が
プ
ロ
チ
ー
ム
を
誇
ら
し
く
思
っ

て
く
れ
る
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

地
元
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が

無
料
で
届
け
て
く
れ
る
「
源
泉
デ
リ
バ
リ
ー
」

栃
木
県
旅
館
ホ
テ
ル
若
旦
那
の
会
×

栃
木
県
内
７
つ
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

ポリタンクは玄関で渡し、各家庭で浴槽に入
れる。選手たちが空き容器を持ち帰るなど、
ルールを厳密に設定した上で運営。「届いた
方からお手紙をいただいたり、SNSで喜びを
拡散して下さった方もいました」

※2020年7月時点

選手がこの期間、人との接触を減らす規約にな
っているチームからはフロント等も参加しての
活動となった

配達／各チームの選手及びスタッフが各
チームの車で配達。汲上～配達のオペレ
ーションは各チームで検討
対象／栃木県民
応募方法／各チームで電話、メール、HP
等で受付
期間／５月２１日～３１日までの期間中で、
各チームが任意で日程・日数を決定して行う
料金／無料
備考／ポリタンクは20Lのものを使用
感染防止／徹底した感染防止策
□マスク着用の徹底 □手袋の着用 □タ
ンクの除菌 □受け渡し時のソーシャルデ
ィスタンス
温泉／デリバリーする温泉は那須温泉、
板室温泉、塩原温泉、鬼怒川温泉

栃木県内
プロスポーツチームに
よる源泉デリバリー概要

25 September  2020



キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が

浸
透
し
に
く
い
地
域
で
普
及
中
の
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　消
費
税
増
税
に
よ
る
５
％
の
ポ
イ
ン
ト

還
元
を
き
っ
か
け
に
、
広
く
浸
透
し
た
感

の
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
地
域

通
貨
と
し
て
い
ち
早
く
導
入
し
た
の
が
岐

阜
県
の
飛
騨
信
用
組
合
開
発
に
よ
る
高
山

市
・
飛
騨
市
・
白
川
村
限
定
の
「
さ
る
ぼ
ぼ

コ
イ
ン
」。
２
０
１
７
年
に
ス
タ
ー
ト
。
地

域
内
で
広
く
普
及
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

が
浸
透
し
づ
ら
い
と
言
わ
れ
る
地
方
エ
リ

ア
な
が
ら
加
盟
店
は
約
１
３
０
０
軒
、
ユ

ー
ザ
ー
は
約
1
万
３
０
０
０
人
（
２
０
２

０
年
６
月
時
点
）。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対

応
＝
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
だ
け
と
い
う
加
盟

店
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
一
般
的
な
店
舗
や

タ
ク
シ
ー
の
み
な
ら
ず
、
農
家
の
無
人
販

売
や
朝
市
の
支
払
い
に
も
対
応
。
累
計
流

通
額
は
20
億
円
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て

い
る
。
事
業
者
側
に
と
っ
て
は
二
次
元
コ

ー
ド
を
設
置
す
る
の
み
で
初
期
費
用
が
ゼ

ロ
。
導
入
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
地
域
に

馴
染
ん
だ
大
き
な
理
由
だ
ろ
う
。
４
月
下

旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
た
め
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
デ
リ
バ

リ
ー
利
用
で
10
％
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
こ
れ
ま
で
は
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
や
出
前
は
あ
ま
り
活
発
で
な
か
っ

た
エ
リ
ア
だ
が
、
お
お
い
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
と
い
う
。
元
々
は
地
域
の
お
金

を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
た
め
に
生
ま
れ

た
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
な
だ
け
に
、
ユ
ー
ザ

ー
間
で
送
金
で
き
る
な
ど
便
利
な
面
も
多

い
が
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ー
ジ
方

法
や
有
効
期
限
な
ど
、
使
い
始
め
る
き
っ

か
け
が
つ
か
み
に
く
い
の
も
事
実
。
し
か

し
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
策
の
観
光
消
費
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
飛
騨
高
山
＆
奥
飛
騨
ス

マ
ホ
で
お
得
旅
」
を
き
っ
か
け
に
、
観
光

へ
も
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ス
マ
ホ
決
済
の
電
子
地
域
通
貨

「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
を
観
光
へ
応
用

飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
岐
阜
県
）

お店に置いてある二次元コードを読み取り、金
額をお店の人に確認してもらい決済。あどけな
い子どもの声による「あんと！」（飛騨弁で、あり
がとう）という決済音がかわいい

さるぼぼコインとは
○飛騨信用組合が開発した、岐阜県高山市・

飛騨市・白川村限定の、スマホアプリを利用
した電子地域通貨

○加盟店は高山市・飛騨市・白川村に本社を
置く事業者のみ

○チャージ方法は専用のチャージ機、飛騨信
用組合の各窓口、全国のセブン銀行ATM、
預金口座の4種類

○チャージ時に金額の１％のさるぼぼポイント
を付与（セブン銀行ATMを除く）

○利用限度額（チャージ上限額）は飛騨信用
組合の口座と紐付けされている場合は200
万円、それ以外は10万円

○さるぼぼコイン、さるぼぼポイントの有効期
限はそれぞれ、最終利用日および付与から 
１年後の月末

○ユーザー間での送金が可能（所定の条件あり）

新たな時代への
対策事例

感染リスクを
踏まえた

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
と

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後

飲
食
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
常
生
活
や

サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
事
業
者
と
利
用
者
の
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

ニ
ュ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
登
場
し
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
お
互
い
が
現
金
に
触
れ
る
こ
と
な
く

会
計
で
き
る「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」や
新
し
い
宿
泊
ス
タ
イ
ル「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」は
ど
う
か
。

観
光
と
掛
け
あ
わ
せ
て
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
生
み
出
す
動
き
と
な
る
だ
ろ
う
か
。

ウィズコロナで
活用が
広がるか？
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　テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
リ
ゾ
ー
ト
地

な
ど
で
余
暇
を
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
行

う
新
し
い
働
き
方
と
し
て
、
こ
こ
数
年
注

目
さ
れ
て
き
て
い
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」。
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
は
都
心
部
の
ホ
テ

ル
で
も
様
々
な
プ
ラ
ン
を
取
り
揃
え
る
な

ど
、
在
宅
以
外
で
の
快
適
な
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
空
間
が
、
ま
さ
に
場
所
を
問
わ
ず
に

増
加
中
だ
。

　そ
の
よ
う
な
中
で
神
奈
川
県
で
は
、
箱

根
D
M
O
と
連
携
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
「
箱
根
リ
ゾ

ー
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
。
県

の
観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
特
設
ペ
ー
ジ
で

の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
施
設
特

集
に
続
き
、
9
月
か
ら
は
「
じ
ゃ
ら
ん

n
e
t
」で
も
大
々
的
に
展
開
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
人
気
観
光
地
で
あ
る

箱
根
も
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
過
ご
し
方
を

提
案
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
箱
根

は
都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
四
季

折
々
の
自
然
に
加
え
て
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て

の
要
素
も
揃
っ
て
お
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
適
し
た
環
境
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

の
新
し
い
働
き
方
に
対
応
し
た
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
宿
泊
施
設
を
県
と

し
て
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
」（
神
奈
川
県

国
際
観
光
課
長

　三
浦
昌
弘
さ
ん
）。
取
り

組
み
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

○
対
象
期
間
は
9
月
1
日
宿
泊
分
〜
２
０

２
１
年
３
月
15
日
宿
泊
分
ま
で
。

○
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
が
箱
根
リ
ゾ
ー
ト
ワ

ー
ク
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
作
り
、
宿
泊
施

設
に
テ
レ
ワ
ー
ク
対
応
の
プ
ラ
ン
造
成

を
依
頼
。

○
利
用
者
、宿
泊
施
設
、法
人
企
業
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
現
場
の
声
を
聞
き
な

が
ら
今
後
の
政
策
に
反
映
。

　原
則
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
会
社
も
出
て

き
て
い
る
が
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に

は
企
業
の
理
解
が
不
可
欠
。
箱
根
の
持
つ

温
泉
リ
ゾ
ー
ト
の
特
性
を
活
か
し
、
通
常

の
旅
行
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
滞
在
し
て
仕
事

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
周
知
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

地
域
限
定
通
貨
を

観
光
客
に
も
使
い
や
す
く

 

「『G
o T

o T
ravel

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』は

ほ
ぼ
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
の
で
、
エ
リ

ア
と
し
て
の
ア
イ
デ
ア
を
出
さ
な
い
と
埋

も
れ
て
し
ま
い
、
競
争
に
勝
つ
こ
と
が
で

き
な
い
。地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
か
つ
、
観

光
用
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
際
も
精

算
業
務
が
繁
雑
に
な
ら
な
い
仕
組
み
を
作

る
た
め
に
、
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
を
活
用
す

る
こ
と
を
考
え
た
の
で
す
」（
飛
騨
・
高
山

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長

　堀
泰

則
さ
ん
。
以
下
同
）。「
飛
騨
高
山
＆
奥
飛

騨
ス
マ
ホ
で
お
得
旅
」
第
１
弾
は
岐
阜
県

民
限
定
で
７
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま
で
、

第
２
弾
は
全
国
民
向
け
でG

o T
o T

ravel

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
開
始
（
12
月

20
日
ま
で
）。
宿
泊
金
額
に
応
じ
て
最
大

８
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
さ
る
ぼ
ぼ

コ
イ
ン
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
だ
。
対

象
の
宿
泊
プ
ラ
ン
を
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
で

予
約
す
る
と
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
名
刺

大
の
カ
ー
ド
を
渡
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
さ

る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
の
ア
プ
リ
と
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
さ
る
ぼ
ぼ
ポ

イ
ン
ト
の
２
種
類
の
二
次
元
コ
ー
ド
。
そ

の
場
で
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ポ

イ
ン
ト
の
獲
得
も
で
き
る
た
め
、
観
光
客

に
と
っ
て
は
使
い
始
め
る
い
い
き
っ
か
け

と
な
る
。
そ
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
使
え
る
の

は
宿
泊
代
金
以
外
の
た
め
、
宿
泊
を
き
っ

か
け
に
地
域
を
潤
す
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
の
カ
ー
ド
に
よ
り
、１
本
で
支
払
い
と

資
金
還
流
が
で
き
ま
す
。
ま
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
ご
と
に
絵
柄
を
変
え
れ
ば
い
い
の
で

事
業
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
費
用
も
印

刷
費
だ
け
と
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
運
用

が
し
や
す
い
。
Ｂ
Ｉ
Ｇ
デ
ー
タ
も
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
今
後
の
施
策
を
考
え

る
上
で
大
変
役
立
つ
仕
組
み
と
な
り
ま
し

た
」。

　地
域
限
定
の
通
貨
は
ま
だ
ま
だ
珍
し
い

存
在
。
し
か
し
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
浸
透

し
づ
ら
い
地
方
エ
リ
ア
で
も
普
及
し
、
観

光
へ
の
応
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
利
点
が
再
確
認
さ
れ
た
今
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
１
つ
の
手
段
と
し

て
、
注
目
し
て
い
き
た
い
。

「飛騨高山＆奥飛騨スマホでお得旅」で配られるカード。この裏側
に２種類の二次元コードが印刷されている

東
京
か
ら
好
ア
ク
セ
ス
の
人
気
温
泉
地
で

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
県
と
し
て
推
進
す
る
動
き
も

「
箱
根
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
神
奈
川
県
）
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考察

コ
ロ
ナ
後
に
起
こ
る
旅
行
需
要
の
変
化
と

「
危
機
に
負
け
な
い
」
地
域
の
条
件

コ
ロ
ナ
後
の
旅
行
ニ
ー
ズ
は

細
分
化
と
多
様
化
が
進
む

　コ
ロ
ナ
後
の
旅
行
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を

得
る
た
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

持
つ
具
体
的
な
現
象
か
ら
、
旅
行
に
及
ぼ

す
と
考
え
ら
れ
る
影
響
を
考
え
て
み
よ
う

（
図
１
）。

　ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
が
人
々
の
生
活
に
も

た
ら
し
た
影
響
の
ひ
と
つ
は
、
外
出
を
控

え
る
と
い
う
行
動
だ
。
当
然
旅
行
そ
の
も

の
は
減
り
、
市
場
は
縮
小
す
る
。
旅
行
を

控
え
る
の
は
シ
ニ
ア
層
が
多
い
た
め
、
若

年
層
の
比
率
が
今
後
高
ま
り
、
旅
の
若
年

化
が
進
む
だ
ろ
う
。
一
方
自
宅
に
い
る
時

間
が
増
え
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
進
む
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
旅
行
と
仕
事

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ま
た
在
宅
時
間
が
増
え

た
こ
と
に
よ
り
郊
外
へ
の
移
住
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
進
め
ば
当
然
旅
行

の
ス
タ
イ
ル
も
変
化
し
、
旅
行
の
近
場
化

や
長
期
化
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
ま
た
仕

事
を
失
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
所
得
が
減
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
お
金
を
か
け
ら
れ
る

旅
と
、
あ
ま
り
か
け
ず
に
済
ま
せ
る
旅
、

旅
の
二
極
化
が
進
む
可
能
性
も
あ
る
。

　そ
し
て
人
と
の
接
触
機
会
が
減
り
、
会

う
べ
き
人
と
、
会
わ
な
く
て
よ
い
人
と
の

選
別
を
引
き
起
こ
す
。
若
者
で
は
「
よ
っ
」

と
挨
拶
す
る
程
度
の
関
係
を
「
よ
っ
友
」

と
表
現
す
る
ら
し
い
が
、
こ
れ
が
減
っ
て

い
く
イ
メ
ー
ジ
だ
。
グ
ル
ー
プ
旅
行
が
減

り
、
本
当
に
近
し
い
存
在
、
家
族
と
の
旅

行
や
一
人
旅
に
よ
り
絞
ら
れ
て
い
く
。
旅

の
個
人
化
は
よ
り
進
む
こ
と
だ
ろ
う
。
在

宅
時
間
が
長
引
く
こ
と
で
、
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
の
需
要
も
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。

　そ
し
て
衛
生
意
識
が
高
ま
り
、
旅
行
者

は
混
雑
回
避
を
求
め
て
空
い
て
い
る
地
域

を
選
び
、
旅
の
分
散
化
が
進
む
。

 

「
コ
ロ
ナ
う
つ
」
と
い
う
言
葉
も
出
現
し

た
が
、
国
民
が
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
る
の
も
事
実
だ
。
旅
行
に
ス
ト
レ
ス

解
消
や
癒
し
を
求
め
る
と
共
に
、
人
間
関

係
を
再
構
築
す
る
動
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
旅
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
発
散

す
る
方
向
に
進
ん
で
い
た
が
、コ
ロ
ナ
に
よ

っ
て
逆
に
内
包
化
に
進
む
か
も
し
れ
な
い
。

　こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
仮
説
に
過
ぎ
な
い

し
、
相
反
す
る
よ
う
に
見
え
る
現
象
も
混

ざ
っ
て
い
る
。
大
き
な
流
れ
と
し
て
定
着

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
散
発
的
に
消
え
ゆ

く
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
仮
説

検
証
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
で
進
め
て

じゃらんリサーチセンター
研究員

森戸香奈子
もりと  かなこ

「じゃらん宿泊旅行調査」「2030年   
観光の未来需要予測研究」など、調
査研究を主に担当。

対策により起きる現象 旅⾏価値観の変化

ワーケーション・ブレジャーの増加

全体的な旅行減

家族旅行のシェア増

人間関係再構築の旅

ストレス解消需要増

公共スペースの需要減

個室のスペース増加

プライベート感重視

休日の旅行減

ひとり旅のシェア増

複数人旅行の減少

カップル旅行の減少

ハイクラス旅の増加

趣味旅の増加

サードプレイスの需要

旅の近場化
地元の良さを知る・

地元への愛着が増す

旅の長期化
ワーケーションなど
滞在期間の長期化

旅の内包化
同行者との絆を深める旅へ

旅の個人化
より個人的な旅が増え、

同行者人数は減る

旅の分散化
混雑を回避し、

人の少ない地域を選ぶ

旅の二極化
お金をかける贅沢な旅と、

気にしない節約旅

旅の若年化
シニア層が旅行を控え

若年層のシェア増

DUALライフ増加

郊外への移住

通勤がなくなる

収入が減る・格差増

家族の絆が深まる

逃げ場がない

新しい趣味

貯蓄が増える

人間関係が整理される

孤独感が増す

出会いが減る

混雑を避ける

Private spaceの拡大

心理面への影響

人間関係の悪化

共助・ボランタリー
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優れた起業家が備えるとする
5つの行動原則

自分の手の中にあるリソースが何かを知り、
そこから新しいチャンスを作る

「手の中の鳥」の
原則

失敗しても影響のない範囲での
投資を行う

「許容可能な損失」の
原則

競合も含めた多くの人 を々巻き込んで
パートナーシップを築いていく

「クレイジーキルト」の
原則

すっぱいレモンはレモネードに。
予測不可能な損失をチャンスと捉える

「レモネード」の
原則

自動操縦に頼らず、自分の目でみて判断し
臨機応変に対応する

「飛行中のパイロット」の
原則

い
く
つ
も
り
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
需
要
の

変
化
に
つ
い
て
地
域
は
ど
の
よ
う
に
準
備

を
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

ス
ピ
ー
ド
と
そ
れ
を
実
現
す
る

し
な
や
か
な
組
織
が
成
功
に
導
く

　本
特
集
で
紹
介
し
た
地
域
事
例
に
共
通

す
る
の
は
、
ス
ピ
ー
ド
と
、
そ
れ
を
実
現

す
る
し
な
や
か
な
組
織
、
こ
の
２
点
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
神
戸
大

学
の
栗
木
契
教
授
が
、
コ
ロ
ナ
後
に
必
要

な
考
え
方
と
し
て
、
サ
ラ
ス
・
サ
ラ
バ
シ

ー
氏
の「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
―
シ
ョ
ン
」（
碩

学
舎
）か
ら
、
優
れ
た
起
業
家
に
共
通
す

る
行
動
原
則
と
い
う
も
の
を
紹
介
し
て
い

た
（
図
２
）。
先
の
見
え
な
い
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
お
い
て
は
、
起
業
家
精
神
が
参
考

に
な
る
そ
う
だ
。
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
地
域
事
例
の
成
功
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ

の
行
動
原
則
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

　１
つ
め
の
原
則
は
「
手
の
中
の
鳥
」。
自

分
の
リ
ソ
ー
ス
以
外
の
も
の
は
手
持
ち
に

は
な
い
わ
け
で
、
理
想
を
描
く
の
は
結
構

だ
け
れ
ど
、
今
自
分
た
ち
が
置
か
れ
た
環

境
を
ま
ず
知
り
、
発
想
す
る
こ
と
が
大
事

と
い
う
こ
と
だ
。

　２
つ
目
は
「
許
容
可
能
な
損
失
」の
原
則
。

予
測
不
能
な
中
で
は
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
づ
ら
い
が
、
失
敗
し
て
も
い
い
程
度

の
投
資
で
あ
れ
ば
、
悩
む
必
要
は
な
い
。

　３
つ
目
は
「
ク
レ
イ
ジ
ー
キ
ル
ト
」
の

原
則
。
あ
る
べ
き
姿
に
固
執
し
す
ぎ
ず
、

使
え
る
も
の
を
全
部
使
っ
て
い
こ
う
と
い

う
柔
軟
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
表
し
て

い
る
。

　4
つ
目
は
「
レ
モ
ネ
ー
ド
」の
原
則
。
す

っ
ぱ
い
レ
モ
ン
（
失
敗
）
を
つ
か
ま
さ
れ

た
ら
、
レ
モ
ネ
ー
ド
を
作
れ
ば
い
い
。
前

提
と
し
て
失
敗
を
冷
や
や
か
な
目
で
見
な

い
こ
と
も
大
切
だ
。「
出
す
ぎ
た
杭
は
打

た
れ
な
い
」
と
い
う
冗
談
も
よ
く
聞
か
れ

る
け
れ
ど
、
時
代
は
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

　そ
し
て
５
つ
目
は
「
飛
行
中
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
」。
環
境
の
変
化
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

　ひ
と
昔
前
は
、
地
域
の
成
功
事
例
と
い

え
ば
、
キ
ー
マ
ン
が
寝
る
間
を
惜
し
ん
で

一
人
で
頑
張
り
、
成
果
が
出
て
よ
う
や
く

地
域
か
ら
認
め
ら
れ
た
…
と
い
う
も
の
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
事
例
を
探
し
て
気
づ
い
た
の
は
、
緩

や
か
に
で
は
あ
る
が
、
地
域
の
連
携
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
観
光
地

は
変
わ
り
始
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
そ

の
変
化
が
促
進
さ
れ
、
ま
さ
に
「
変
わ
る

地
域
」
が
増
え
て
き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
後

の
世
界
は
ど
う
な
る
の
か
な
ん
て
誰
に
も

わ
か
ら
な
い
。
現
時
点
で
言
え
る
こ
と
は
、

ど
う
な
っ
て
も
い
い
よ
う
に
身
構
え
て
お

く
こ
と
だ
け
だ
。
５
つ
の
行
動
原
則
を
ぜ

ひ
地
域
間
で
も
実
践
し
て
い
こ
う
。

図2  不確実性の高いコロナ後の世界におけるヒント

対策により起きる現象コロナ対策の影響

図1  【仮説】新型コロナウイルスによる旅行価値観への影響

相手を選ぶ

別居家族と会わない

一人の時間が増える

知らない人への警戒

複数人集まる不安

消毒・除菌の習慣化

ストレス増

漠然とした不安

忙しくなる

Oneteam感

仕事ができない・減る

家族との時間が増える

内消費が増える

外消費が減る

リモートの発展

人との接触機会の減少
会わない、他人を避ける、

距離を取る

衛生意識の高まり
除菌、消毒、

不特定多数との接点回避

環境の大きな変化
世界的な非常事態

外出頻度の減少
外出しない、家にいる

サラス・サラバシー「エフェクチュエ―ション」碩学舎  より

29 September  2020



ユ
ー
ザ
ー
が
商
品
を
購
入
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
実
際
に
届
い
た
商
品
の
品

質
や
ニ
セ
モ
ノ
な
ど
の
問
題
も
顕
在
化
し

て
き
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
は
、
Ｅ

Ｃ
店
舗
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
保
証
で

成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
売
る
側
も
し
っ

か
り
と
目
利
き
を
し
て
商
品
を
選
び
ま
す
。

品
質
の
悪
さ
や
ニ
セ
モ
ノ
な
ど
は
、
商
品

と
い
う
よ
り
も
店
舗
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
自
体
に
大
打
撃
だ
か
ら
で
す
。
３
つ
目

は
ラ
イ
ブ
な
ら
で
は
の
、
双
方
向
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
よ
さ
で
す
。
動

画
×
ラ
イ
ブ
な
の
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
ま
す
。
ユ

ー
ザ
ー
は
気
に
な
る
点
を
チ
ャ
ッ
ト
形
式

で
質
問
で
き
る
た
め
、
不
安
を
解
消
し
て

買
い
物
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
４
つ
目
は

伝
達
範
囲
の
広
さ
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
の
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｅ
Ｃ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
不
特
定
多
数
に
伝
達
し

な
が
ら
、
興
味
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
群
に
的
確

ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
は
な
ぜ

中
国
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
？

―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
買
い
物
は
急

増
し
ま
し
た
が
、
中
国
で
は
ラ
イ
ブ
コ
マ

ー
ス
が
か
な
り
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

ラ
イ
ブ
版
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
中

国
で
な
ぜ
普
及
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　理
由
は
４
つ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
つ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
す
。

日
本
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
が
来
て
ス
マ
ホ

の
順
で
は
な
く
、
ま
ず
ス
マ
ホ
が
生
活
の

中
に
入
っ
て
き
た
。
中
国
に
は
テ
レ
ビ
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た

の
で
、
ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
ラ
イ
ブ
コ
マ

ー
ス
が
い
き
な
り
市
場
と
し
て
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
世
界
か
ら
見
る
と
中
国
で
ラ

イ
ブ
コ
マ
ー
ス
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ

り
ま
す
。
２
つ
目
は
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
台
頭
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の

に
配
信
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
数
も
取

れ
て
費
用
対
効
果
に
優
れ
て
い
る
の
で
す
。

―
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
質
問
が
で
き
る
の

は
い
い
で
す
ね
。
２※

０
１
９
年
に
行
わ
れ

た
調
査
で
は
日
本
で
は
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス

の
視
聴
経
験
は
約
19
％
、
実
際
に
商
品
を

購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
約
３
％
と
い

う
こ
と
で
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
中
国
の
市
場
規
模
は
ど
の
程

度
で
す
か
？

　２
０
１
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、
今
年

は
９
６
１
０
億
元
の
市
場
へ
と
成
長
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
１
元
を
16
円
と
し
て

計
算
す
る
と
日
本
円
で
15
兆
３
７
６
０
億

円
。
そ
れ
で
も
Ｅ
Ｃ
市
場
の
中
で
ラ
イ
ブ

コ
マ
ー
ス
は
わ
ず
か
数
％
。
こ
れ
か
ら
も

ま
だ
ま
だ
成
長
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
加

え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
４
月
に
国
家
主
席
が

ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
を
視
察
し
絶
賛
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
国
家
施
策
の
１
つ
と
し
て

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
成
長
は
確
約

さ
れ
た
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

イラスト／畦原雄治　

株式会社
デジタル
ホールディングス
グループ執行役員
吉田康祐さん
大学で中国語を学び、中国に“一目
惚れ”。以来中国事業に携わり、コ
ロナ前までは年間約100日、中国に
滞在。株式会社デジタルシフト取締
役副社長、香港オプト、深圳オプト
代表取締役社長、デジタルハリウッ
ド大学大学院客員教授ほか。

※ライブコマースの利用意向や
　イメージに関する調査
株式会社マクロミル・翔泳社（Marke
Zine）の共同調べ。全国15歳（中学
生を除く）～49歳の男女（マクロミル
モニタ会員）平成27年国勢調査によ
る性別×年代（5歳刻み）の人口動態
割付／合計1,000サンプル。　
調査期間　2019年7月2日（火）～
2019年7月4日（木）。ライブコマー
スで買いたいものは１位：服42.4％、
２位：家電39.9％、３位：コスメ香
水美容31.9％（複数回答）。

知りたかったあのキーワードを詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS

IT業界を中心とした技術開発は目まぐるしく発展し、
有益な情報だけをキャッチするのは難しい。
そこで “詳細はよくわからないが名前だけは知っている。
でも恥ずかしくて今さら聞けない”レベルのワードをピックアップし、
JRC流に解説。
観光業界への影響を考察していこう。

ライブコマース

3

○2017年に中国でスタート。
○ライブ配信により双方向コミュニケーションができるインターネットショッピング。
　今年4月に中国の国家施策に選定された。

コロナ禍で利用が増加したインターネットでのショッピング。
自宅にいながら買い物ができるのは便利だが、思った通りの商品かどうか
届くまでわかりにくいのも事実。それを解決するのが「ライブコマース」。
中国ではスタート以来、大きな盛り上がりを見せる。その実態を解説しよう。
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中
国
で
は
、
ど
の
よ
う
な

商
品
が
売
れ
る
の
か
？

―
市
場
規
模
は
想
像
以
上
で
す
。
Ｅ
Ｃ

店
舗
と
と
も
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
売

り
上
げ
が
こ
の
市
場
を
作
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
が
。

　Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
１
つ
、
ア

リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
の
ｔ
ａ
ｏ
ｂ
ａ
ｏ
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
配
信
の
割
合
は
Ｅ
Ｃ
店
舗

９
に
対
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
１
と

な
っ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
必

然
的
に
配
信
比
率
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、
売
り
上
げ

で
は
Ｅ
Ｃ
店
舗
７
に
対
し
て
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
が
３
と
な
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
が
い
か
に
売
る
こ
と
に
長
け
て

い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
ア
リ
バ

バ
グ
ル
ー
プ
に
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
２
人
い

て
中
国
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
、

と
言
っ
て
い
い
ぐ
ら
い
の
影
響
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の

１
人
は
口
紅
を
販
売
す
る
の
が
得

意
な
男
性
で
、
年
間
４
０
０
回
ラ

イ
ブ
配
信
を
し
ま
す
。

―
４
０
０
回
で
す
か
？

　４
０
０
回
で
す
。
つ
ま
り
１
日

１
回
以
上
は
配
信
し
て
い
る
計
算

に
な
り
ま
す
。
彼
の
売
り
上
げ
は

配
信
１
時
間
あ
た
り
平
均
５
５
０
０
万
円

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
４
０
０
を
か
け

て
い
た
だ
く
と
…
。

―
す
ご
い
数
字
で
す
ね
。
口
紅
以
外
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
売
れ
る
の
で
す

か
？
日
本
で
は
、
洋
服
を
購
入
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
。

　中
国
の
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
で
は
車
や
不

動
産
の
販
売
は
当
た
り
前
で
す
。
も
う
１

人
の
ト
ッ
プ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
は
女
性

で
、
彼
女
の
ラ
イ
ブ
視
聴
者
数
は
平
均
で

５
０
０
万
人
。
こ
れ
ま
で
の
最
高
売
り
上

げ
は
２
時
間
で
43
億
円
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
彼
女
も
色
々
な
も
の
を
販
売
し
て
い

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
４
月
１
日
に
ロ
ケ

ッ
ト
を
販
売
し
ま
し
た
。

―
ロ
ケ
ッ
ト
で
す
か
⁉

　小
型
の
も
の
で
す
が
、
優
待
割
引
で
彼

女
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
見
る
と
１
億
円
引
き

に
な
り
、
そ
し
て
完
売
で
す
。
つ
ま
り
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
る
と
、
売
れ
な
い
物
は

な
い
と
言
え
る
ほ
ど
の
販
売
力
を
持
っ
て

い
る
の
で
す
。

ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
は
日
本
で

盛
り
上
が
る
？

ど
の
よ
う
な
展
開
が
考
え
ら
れ
る
？

―
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
し
か
販
売
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
限
ら
ず
、
販
売

は
誰
で
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
国

で
は
農
家
の
人
た
ち
や
、
地
方
政
府
幹
部

と
い
う
、
日
本
で
言
う
と
こ
ろ
の
県
知
事

が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
地
域
の
特
産
品
を
売

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
売
り

上
げ
が
落
ち
て
い
る
の
で
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス

で
は
話
題
性
や
意
外
性
が
重
要
な
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
の
登
場
を
事
前
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
拡
散
し
て
お
く
わ
け
で
す
。
大
手
旅

行
会
社
の
社
長
は
10
回
配
信
し
て
約
50
億

円
売
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
の
中
に
は
百
貨
店
で
化
粧
品
を

販
売
し
て
い
る
人
も
い
て
、
お
店
の
暇
な

時
間
に
自
分
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
る
人
に
新
商
品
の
情
報
を
配
信
し

て
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
た
り
し
ま
す
。

同
じ
物
で
も
、
自
分
と
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
合

っ
た
人
か
ら
買
い
た
い
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

―
や
は
り
人
で
す
か
。

　人
で
す
ね
。
人
が
購
買
行
動
に
与
え
る

影
響
は
本
当
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
日

本
の
場
合
で
す
と
、
例
え
ば
宿
の
女
将
さ

ん
が
空
き
時
間
に
食
べ
た
ス
イ
ー
ツ
と
か
、

買
い
物
行
っ
て
こ
ん
な
の
見
つ
け
ま
し
た

等
を
配
信
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

人
柄
や
価
値
感
に
惚
れ
込
ん
で
泊
ま
る
人

も
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
女
将
さ
ん
も
旅

館
の
こ
と
だ
け
と
か
考
え
ず
に
気
軽
な
気

持
ち
で
ラ
イ
ブ
配
信
を
し
て
、
気
に
入
ら

な
か
っ
た
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
を
残
さ
な
け
れ

ば
い
い
。
旅
館
の
浴
衣
を
キ
レ
イ
に
着
る

コ
ツ
で
も
い
い
。
あ
と
は
、
お
客
さ
ん
の

た
め
に
こ
ん
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
し
て
い
ま
す
と
か
、
新
商
品
開
発
し
て

い
ま
す
と
か
。
コ
ン
テ
ン
ツ
が
な
い
と
い

う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
日
常
の
行
動

そ
の
も
の
が
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
り
ま
す
。

私
が
宿
の
経
営
者
だ
っ
た
ら
、
３
密
回
避

の
対
策
会
議
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
世
界

に
配
信
し
ま
す
ね
。
日
本
の
コ
ロ
ナ
対
策

の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
は
、
ア
ピ
ー
ル
材

料
に
な
り
得
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ

ブ
コ
マ
ー
ス
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

よ
ー
い
ド
ン
の
世
界
。
企
業
の
大
き
さ
は

関
係
な
く
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
く
量
産
し

た
も
の
勝
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
気
軽
な
気
持
ち
で
始
め
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

ライブコマースイメージ　

チャットを使ってリアルに質問できるので、疑問も解決できるし、
気分も盛り上がってショッピングできる

31 September  2020



ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

共
感
し
て
く
れ
る
人
が
集
ま
っ
た

　
大
河
内
氏
の
ブ
ラ
ン
ド
、『renacnatta

（
以
下
、
レ
ナ
ク
ナ
ッ
タ
）』で
は
、「
文

化
を
纏
う
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
着
ら

「
れ
な
く
な
っ
た
」り
、
使
わ
「
れ
な
く

な
っ
た
」生
地
で
作
っ
た
服
や
雑
貨
を

企
画
、
販
売
す
る
。
日
本
の
着
物
地
と

イ
タ
リ
ア
の
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
生
地
を

組
み
合
わ
せ
た
巻
き
ス
カ
ー
ト
を
手
始

め
に
、
最
近
は
、
伝
統
的
な
日
本
の
織

物
を
使
用
し
た
受
注
生
産
品
に
も
取
り

組
み
始
め
た
。

　
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
あ
た
り
一
貫
し

て
考
え
て
き
た
の
は
、「
自
分
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
は
何
か
」と
い
う
こ
と
。

15
歳
で
ミ
ラ
ノ
に
移
住
し
、
日
伊
両
方

に
親
し
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
両
者
を
組
み

合
わ
せ
た
モ
ノ
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
。

思
い
つ
い
た
の
は
巻
き
ス
カ
ー
ト
だ
っ

た
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
専
門
外
だ
か

ら
「（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
く
）文
化

を
売
る
」と
決
め
た
。
最
初
の
発
信
は

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
。
パ
ー
ト

ナ
ー
は
い
た
も
の
の
、
基
本
的
に
一
人

で
の
起
業
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
『
レ
ナ
ク

ナ
ッ
タ
』を
知
り
、
マ
ス
で
は
な
い
が

確
実
に
コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
し
て
く
れ

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

たった一人でブランドを立ち上げ、「自分のお客さん」をしっかり見据えたモノづくりで
注目を集める若き起業家—そんな彼女が考え、実践していることとは。

お
客
さ
ん
が
気
に
入
る
か
ど
う
か
は
、

生
地
を
手
に
し
た
と
き
に
何
と
な
く
分
か
る
。

そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
受
注
会
で
の
や
り
と
り
で
す
。

写真／佐藤兼永

マ
ス
を
狙
わ
ず
、コ
ン
セ
プ
ト
を
強
く
。

「
文
化
を
売
る
」を
貫
く
ブ
ラ
ン
ド
新
世
代

52
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た
支
援
者
た
ち
だ
っ
た
。

一
人
ひ
と
り
と
対
話
す
る
か
ら

「
自
分
の
お
客
さ
ん
」が
分
か
る

　
そ
う
し
た
「
自
分
の
お
客
さ
ん
」に

は
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
目
を
配
る
。

「
エ※

ゴ
サ
ー
チ
が
好
き
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
レ
ナ
ク
ナ
ッ
タ
に
つ
い
て
の
発
言
は

よ
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
し
、
発
言
さ
れ

て
い
る
方
に
返
信
も
し
ま
す
。
業
務
と

い
う
よ
り
趣
味
で
す
け
ど
ね
（
笑
）」

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
種
類
に
よ
っ
て
使
い
分
け

る
。最
も
情
報
量
が
多
い
の
はInsta

gram

。
服
や
モ
デ
ル
の
写
真
を
掲
載

す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
よ
う
に
使
用
し
、

販
売
情
報
を
発
信
す
る
。F

acebook

とLIN
E

@

は
最
低
限
の
告
知
の
み
。

T
w

itter

で
は
「
レ
ナ
ク
ナ
ッ
タ
の
中

の
人
」と
し
て
素
直
な
気
持
ち
を
投
稿

す
る
。

 「
も
と
も
と
発
信
が
好
き
で
、Tw
itter

も
業
務
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
で
『
１

日
何
ツ
イ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
』と
も
思

い
ま
せ
ん
。『
う
ま
く
い
っ
て
い
る
姿
』

よ
り
も
、
適
当
な
こ
と
を
考
え
た
り
し

た
り
す
る
姿
を
発
信
し
て
い
ま
す
よ
。

カ
ッ
コ
つ
け
て
も
必
ず
見
抜
か
れ
ま
す

し
、
ど
う
せ
ボ
ロ
が
出
る
か
ら
キ
ャ
ラ

を
演
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
」

　
そ
う
や
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
イ
ベ
ン
ト
的
に
試

着
と
予
約
を
受
け
付
け
る
受
注
会
で
買

い
手
の
一
人
ひ
と
り
に
直
接
触
れ
て
い

る
と
、「
自
分
の
お
客
さ
ん
」の
求
め
る

も
の
が
自
然
と
思
い
浮
か
ぶ
と
い
う
。

「
生
地
を
手
に
取
る
と
、『
お
客
さ
ん
、

こ
れ
好
き
だ
ろ
う
な
』と
分
か
る
ん
で

す
。
だ
か
ら
、
い
い
な
と
思
っ
た
生
地

な
ら
、
売
る
自
信
は
あ
り
ま
す
」

生
産
量
を
増
や
す
よ
り
は

ま
ず
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

　
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
生
地
を
使
う
と
同

じ
服
は
数
着
し
か
作
れ
ず
、
一
度
に
50

着
か
ら
多
く
て
2
0
0
着
ほ
ど
し
か
生

産
で
き
な
い
。
一
方
、
フ
ァ
ン
が
増
え

る
に
つ
れ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
「
買
え
な
か

っ
た
」と
い
う
声
も
目
立
つ
よ
う
に
な

る
。
新
た
に
生
地
を
織
っ
て
作
る
挑
戦

を
始
め
た
の
は
そ
の
た
め
だ
。

 

「
と
は
い
え
た
だ
の
生
地
で
は
レ
ナ
ク

コロナ禍を受けて4月に発売した西陣織
マスクは、ファンの声に応える形で作っ
たもの。TVでも取り上げられて大きな話
題となったが、約5000枚という過去に
ない点数を売り上げて感じたのは「マス
に売る難しさ」だった。「『届くのが遅い』
という理由でのキャンセルが相次いだの
ですが、受注生産はそこへのご理解がな
いと難しい。お客さんの幅は広げればよ
いとは限らない、とよく分かりました」

大反響の西陣織マスクが
教えてくれたこと

ナ
ッ
タ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

作
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
伝
統
的
な

織
物
を
、
新
た
に
織
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
ま
し
た
」

 「
文
化
を
纏
う
」、
そ
し
て「
れ
な
く
な

っ
た
」に
注
目
す
る
。
そ
こ
が
一
貫
し

て
い
る
か
ら
フ
ァ
ン
の
支
持
も
変
わ
ら

な
い
。
受
注
生
産
の
形
で
販
売
し
た
久

留
米
絣
と
イ
タ
リ
ア
生
地
の
ス
カ
ー
ト

は
１
１
０
着
以
上
、
西
陣
織
の
ス
カ
ー

ト
も
、
約
６
万
円
〜
と
い
う
価
格
帯
に

も
か
か
わ
ら
ず
1
0
0
着
が
売
れ
た
。

 

「
買
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
で
、

職
人
さ
ん
も
生
地
を
織
る
こ
と
が
で
き

る
。『
売
れ
な
い
か
ら
跡
継
ぎ
を
作
ら

な
い
』と
い
う
織
元
さ
ん
は
多
い
で
す

が
、
少
し
で
も
そ
う
い
う
人
が
減
っ
て

く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
私

の
役
割
は
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
で
は

な
く
、
ま
ず
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
た

と
え
ば
西
陣
織
は
、
先
染
め
糸
を
使
い
、

織
り
で
柄
を
出
す
織
物
で
あ
り
、
伝
統

柄
で
な
く
て
も
、
絹
で
な
く
て
も
構
わ

な
い
。私
自
身
、織
元
さ
ん
と
話
し
、勉

強
し
て
そ
れ
を
知
り
ま
し
た
。
日
常
使

い
の
ス
カ
ー
ト
な
ら
家
で
洗
え
る
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
で
も
い
い
し
、
昔
な
が
ら
の

和
柄
で
な
く
て
も
い
い
。
そ
う
い
う
こ

と
を
皆
さ
ん
が
知
っ
て
、
取
り
入
れ
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

 

「
大
量
に
売
る
」こ
と
を
目
指
し
て
い

な
い
の
は
、
受
注
会
の
様
子
か
ら
も
伝

わ
る
。
東
京
会
場
は
、
通
り
す
が
り
の

人
が
ふ
ら
り
と
入
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
、

小
さ
な
ビ
ル
の
４
階
。「
そ
う
い
う
方

に
買
っ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
も
な
い
の

で
、
こ
れ
で
い
い
ん
で
す
」と
語
る
大

河
内
氏
の
、
い
か
に
も
自
然
体
な
様
子

が
印
象
に
残
っ
た
。

renacnattaの西陣織マスクは、ポリエステル
で扱いやすく縫製も丁寧。以前からのファン
は気長に待って入手し、愛用してくれている

※検索エンジンなどを使って自分や自社製品などについて検索し、評価を探ること。

33 September  2020

1991年神奈川県生まれ。15歳で家族とと
もにイタリア移住。25歳で『renacnatta』を
立ち上げ、京都とミラノの2拠点で活動する



「
し
い
た
け
栽
培
キ
ッ
ト
」が

お
う
ち
時
間
を
癒
し
て
く
れ
る

群
馬
県
沼
田
市

自
ら
の
手
で
育
て
て
収
穫
し
、
美
味
し
く
い
た
だ
く

家
の
中
で
完
結
で
き
る
お
こ
も
り
ア
イ
テ
ム
が
大
ヒ
ッ
ト

　
首
都
圏
と
新
潟
を
結
ぶ
関
越
自
動
車

道
路
を
よ
く
利
用
す
る
方
な
ら
、
10
年

ほ
ど
前
ま
で
沼
田
イ
ン
タ
ー
近
く
に
掲

げ
ら
れ
て
い
た「
ド
ク
タ
ー
モ
リ
」の

看
板
に
記
憶
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。「
ド
ク
タ
ー
モ
リ
」こ
と
森
喜
作

博
士
は
、
昭
和
17
年
、
世
界
で
初
め
て

純
粋
培
養
菌
種
駒
法
に
よ
る
シ
イ
タ
ケ

の
人
工
栽
培
を
完
成
し
た
人
物
。
氏
が

創
業
し
た
森
産
業
は
、
現
在
も
業
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
菌
株
保
有
数
、
種
菌
売

上
高
を
誇
る
キ
ノ
コ
産
業
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
躍
進
を
続
け
て
い
る
。

　
同
社
で
は
、
一
般
消
費
者
向
け
に
は

主
と
し
て
き
の
こ
関
連
の
加
工
食
品
の

製
造
販
売
を
手
掛
け
て
き
た
が
、
10
年

ほ
ど
前
か
ら
、
業
者
向
け
の「
菌
床
し

い
た
け
栽
培
」の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
る「
し
い
た
け

栽
培
キ
ッ
ト
」を
開
発
。
キ
ッ
ト
に
は
、

発
芽
し
や
す
い
状
態
ま
で
培
養
さ
れ
た

栽
培
ブ
ロ
ッ
ク
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
セ

ッ
ト
さ
れ
、
一
部
の
商
品
に
は
、
発
芽

の
様
子
が
観
察
し
や
す
い
栽
培
容
器
も

付
属
す
る
。
ま
た
H
P
に『
き
の
こ
栽

培
塾
』を
開
設
し
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
き
の
こ
栽
培
の“
も
っ
と

知
り
た
い
”を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

お
こ
も
り
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
２

０
２
０
年
春
、「
し
い
た
け
栽
培
キ
ッ

ト
」が
注
目
を
集
め
、
例
年
、
栽
培
に

適
し
た
10
月
〜
年
末
が
売
上
の
ピ
ー
ク

と
な
る
と
こ
ろ
が
、
今
年
は
４
月
・
５

月
に
、
対
昨
年
比
約
10
倍
の
約
４
万
５

０
０
０
株
が
出
荷
さ
れ
る
大
ヒ
ッ
ト
と

な
っ
た
。
お
こ
も
り
生
活
の
癒
し
と
し

て
の
ニ
ー
ズ
に
加
え
、
目
に
見
え
て
成

長
が
分
か
り
、
収
穫
ま
で
の
期
間
が
ほ

ど
よ
く
、
収
穫
量
が
た
っ
ぷ
り
で
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
い
い「
し
い
た

け
栽
培
キ
ッ
ト
」は
実
利
の
ニ
ー
ズ
も

満
た
し
て
く
れ
る
。
子
供
が
い
る
家
庭

で
は
、
育
て
た
キ
ノ
コ
を
自
分
の
手
で

収
穫
し
、
料
理
し
て
食
べ
る
と
い
う
一

貫
し
た
食
育
に
繋
が
る
。
し
い
た
け
だ

け
で
な
く
、
き
く
ら
げ
、
な
め
こ
、
ひ

ら
た
け
、え
り
ん
ぎ
、え
の
き
だ
け
、ぶ

な
し
め
じ
と
、
キ
ッ
ト
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
も
豊
富
な
た
め
、“
育
て
る
菌
活
”

は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が
ブ
ー
ム
の

本
番
を
予
感
さ
せ
る
。

中心に見える、直径約12センチ、
高さ約18センチの栽培ブロック
に、大小のしいたけがみっしり発
生した様子。気温や湿度などの
条件で前後するが、「しいたけ栽
培キット」開封後、1〜2週間ほど
で収穫できる大きさになる。小指
の先ほどの発芽から、傘が開くま
でみるみる成長していくので、朝
な夕なに眺めて楽しめる

森産業株式会社 沼田事業所
群馬県沼田市町田町1600
☎0278-22-1455
https://www.drmori.co.jp/

沼田市：人口4万6,947人
（2020年6月末日現在）

下右／広葉樹のオガ粉、トウモ
ロコシ、フスマなどを混ぜた培地
を袋に充填。高圧殺菌釜で殺菌
した後、無菌室でキノコの種菌を
接種する。黒く見える出来たての
培地は、約90日かけて培養した
後には全体が茶色っぽくなり、白
いきのこの菌糸が全体に行き渡
っているのがわかる　下左／「し
いたけ栽培キット」と同様に、工
場内で加工用に栽培されている
しいたけ。傘がぷっくりと開き、
傘の裏側にひだが見えるように
なったら収穫のタイミング。「しい
たけ栽培キット」では、条件が良
ければ3回ほど収穫可能

34



4、5月の訪日外国人数は昨年比
１％と大幅に減少。新型コロナ
ウィルスの感染状況からエアライ
ン就航再開にはもう少し時間が
かかりそうです。今は国内観光
を対象とした地域の魅力開発と、
訪日外国人回復につなげていく
時期であり、２つのチャンスがあ
ると思ってます。1つ目は「危機
感」。危機感は地域を団結させ、
新しい挑戦へ合意形成しやすく
なり、地域発でイノベーションが
生まれるチャンスです。2つ目は
マイクロツーリズムにより、地元
の人が地元の魅力を知ることで、
愛着・誇りが増加し、インター
ナルマーケティングが進化するチ
ャンス。今回の特集からもヒント
をみつけ、地域の進化につなげ
ていただきたいと思います。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-5218-1306
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

「
個
人
化
」 「
場
面
化
」

「
多
元
的
自
己
」 

が

旅
を
変
え
る 

「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
2
0
1
9
」

追
加
分
析
他

か
ら
見
え
て
き
た
！

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
1
9
年
12
月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2019年12月号

58

vol.

58

インバウンド向け新ルート造成、
おもてなし強化、
観光地のバリアフリー対応…

勝機は日本中にアリ
東京2020
オリンピック・
パラリンピックに備えよ
海外ツーリズムレポート第二弾
海外観光地の事例に学べ！

外国人を呼び込む
観光マーケティング術
期間限定連載 第4回 最終回
観光のもやもやサイエンス
サービス・マーケティング編
顧客満足度はなぜ
重要なのか？
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
千代田区立麹町中学校  校長

工藤勇一
From Local
世界に誇るまち・むらのしごと
香川県手袋

誕生15年！『新・ご当地グルメ』が地域に残したもの

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
0
年
3
月
号

vol. 心を動かす、日本を元気にする観光・レジャーのプロデューサー応援情報誌

2020年3月号

59

vol.
59

発表！人気温泉地ランキング2020
まちづくり、アクセス改善…あの有名温泉地も改革効果でランクアップ！行きたくなる温泉地　その人気の秘密平成31年度「新しい東北」交流拡大モデル事業（普及・展開）

概要より
2020注目のコト消費コンテンツスポーツツーリズムの可能性

新連載
知りたかったあのキーワードを
詳しく解説とーりま的ピックアップNEWS月は東に、日は西に今号のキーワードブロックチェーン

連載
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像株式会社サスエ前田魚店  5代目店主
前田尚毅

From Local世界に誇るまち・むらのしごと
神奈川県
ビーチサンダル

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
0
年
6
月
号

vol.

心を動かす、

日本を元気に
する

観光・レジャ
ーの

プロデューサ
ー

応援情報誌
2020年6

月号

60

vol.

60

遊休資産を地域のユニークネスに変えろ！

官民パートナー
シップが

生み出す
観光体験の次なる一手

自ら持続可
能な農山漁

村を

創るための
実証実験を

開始！

宮城県農政部×ジバ観

農山漁村関係人口

創出プロジェク
ト

連載
知りたかったあのキーワードを

詳しく解説

とーりま的ピックアップNEWS

月は東に、日は西に

今号のテーマ

フェイクニ
ュース

価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像

株式会社RECEPTIONIST 代表取締役CEO

橋本真里子

From Local

世界に誇るまち・むらのしごと

埼玉県

盆栽

着
地
か
ら
考
え
る

新
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
攻
略
法

外
国
人
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た“
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ー
ル
”で

地
域
資
源
を
稼
げ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
へ

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
需
要
創
造
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
」よ
り

市
町
村
の
取
り
組
み
事
例（
高
知
県
仁
淀
川
町
・
富
山
県
高
岡
市
）

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

　
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん
「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」

「
プ
ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan

  jalan

」

で
、「
散
歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅

行
す
る
」
な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

2020年9月号

61vol.

3032
知
り
た
か
っ
た
あ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
詳
し
く
解
説

と
ー
り
ま
的
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
N
E
W
S

月
は
東
に
、
日
は
西
に

今
号
の
テ
ー
マ

ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス

価
値
と
感
動
を
生
み
出
す
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
マ
エ
ス
ト
ロ
の
肖
像
」

株
式
会
社D

od
ici C

E
O

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

大
河
内
愛
加

F
rom
 L
ocal

世
界
に
誇
る  

ま
ち
・
む
ら
の
し
ご
と

し
い
た
け
栽
培
キ
ッ
ト
（
群
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Part １
「じゃらん宿泊旅行調査2020」より

2019年度の
国内宿泊旅行実態
Part ２
「新型コロナ感染症による旅行市場への影響調査」より

国内宿泊旅行需要の変化
Part ３
感染リスクを踏まえた

新たな時代への対策事例


